
 

 

 

 

 
平成 26 年度（2014 年度） 

 

豊中市 

食育推進計画年次報告書 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
豊中市 

Toyonaka City 

 

えがおも  

おいしい  

おかずだね!! 
 

 

今日の食事が、 

明日のチカラ。 

 



 

 

  



 

 

 

  
■本報告書について 

平成 25 年(2013 年)3 月、豊中市食育推進計画(平成 20 年(2008 年)3 月策定)の後継計画

として第 2 期豊中市食育推進計画が策定されました。 

本書は、食育に関する平成 26 年度（2014 年度）の市内の取り組み等についてまとめたも

のです。 

 

第１章は、豊中市内で行われた特徴的な取り組みと題して、各取り組みの具体的な内容とコ

ラムを掲載しています。 

第２章は、豊中市内で実施された、食育に関する各事業について掲載しています。食育の視

点で見た各事業の考察と、今後の方向性を見ていただくことができます。 

第３章は、食育推進貸し出しグッズを掲載しています。必要なグッズがあれば是非ご利用く

ださい。 
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Ⅰ．平成 26 年度（2014 年度）の特徴的な取り組み 
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インデックス付コンパクトサイズの「防災ガイド」 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インデックス付コンパクトサイズの 

「防災ガイド」 

 

   基本目標－Ⅰ 食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

基本方針－ｃ 危機管理に対する情報提供と啓発  

基 本方針－ 4 行政の取り組み  

＜基本目標と基本方針＞ 

 

 妊娠期(0～ 5 歳 )  ☆食に関する知識や情報を積極的に習得しよう 

 幼年期( 0～5 歳)   

 少年期( 6～14 歳)  ☆食生活に関する正しい知識や情報を収集できるようなろう 

 青年期   ☆情報を正しく理解しよう 

 壮年期   ☆食生活について情報を正しく理解し活用しよう 

 中年期   ☆食に関する情報を得て伝えよう 

 高年期   ☆情報を正しく理解し、日頃の備えをしよう 

＜対象世代区分と関連する世代別目標＞ 

 

 

 

○所管 ： 危機管理室、保健企画課 

 

○内容 ： 自宅だけではなく、近所・遠方にいるときでも一定の災害対応ができるよう、「自

助」をベースに災害対応をまとめた持ち歩き可能な啓発印刷物を作成しました。災

害への備えなどをまとめた「準備編」、災害発生時の対応をまとめた「災害対応編」

を掲載しています。 

 

○実績 ： 12,000 部作成 
      防災関係の研修会やイベント、食育推進関係の講習会などで配布しました。 
 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 
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1．目 的 

 自然災害は、時間的・場所的偶然性を含んでおり、いつ何時、災害に遭遇するか予測できません。自

宅だけではなく、近所・遠方にいるときでも一定の災害対応が実施できるよう、「自助」をベースに災害

対応をまとめた持ち歩き可能な啓発印刷物を作成しました。 

 

2. 所 管 課 

危機管理室、保健企画課 

 

3．内 容 

 表面には災害発生時の対応をまとめた「災害対応編」、裏面には備蓄品や簡単レシピなど災害への備え

をまとめた「準備編」を掲載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）準備編 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜表面＞ 

表紙「準備編」 表紙「災害対応編」 

～わが家の防災会議～ 

避難場所等、事前に家族で話し合い決めて

おきます。 

 

※周りの人に伝えること※ 

 外から見てもわからない病気等（透析、目

が見えにくい、耳が聞こえにくい等）をあら

かじめここに記入しておくことで、災害時、

このページを避難所の受付等で提示するだ

けで自分の状況を相手に知らせることがで

きます。 

～防災ガイドの特徴～ 

①インデックス付きなので、

どこを見ればよいか、一目で

わかるようになっています。 

 

②常に携帯できるサイズ 

（縦 120ｍｍ、横 86mm、 

 折りたたみ時） 

 



 

- 4 - 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～持ち物・持ち出し品リスト～ 

 普段持ち歩いておくといざというときに助かる

ものや、一次避難持ち出し袋に準備しておくとよ

いものを掲載しています。 

近年ジェネリック医薬品が多く処方されるよう

になったため、持病のある方が薬の情報を正しく

伝えることができるように「お薬手帳」をリスト

に加えています。 

 

～非常時に『ないと困る』『あると助かる』

こんな物～ 

非常時に必要なものは人それぞれです。 

自分や家族にとって、ないと困るもの、ある

と助かるものをそれぞれの状況に合わせて

準備していただきやすいようにヒントとな

るページを設けました。 

ここに掲載しているもの以外でも、自分に必

要だと思うものを記入していただけるよう

に、メモ欄も設けています。 

 

～わが家の備蓄品リスト～ 

備えておくと災害時に役立つもの

は、感染症流行時などにも役立ちま

す。 
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（2）災害対応編 

  

 

   

地震発生時の行動のポイントや、応急手当の方法を掲載しています。災害時には落ち着いて行動するこ

とが大切です。 

～防災豆知識＜簡単レシピ＞～ 

 災害時に家庭にあるもので簡単にできる

レシピを掲載しました。 

レシピ① 簡単くず湯風 

レシピ② 簡単炊き込みごはん 

 

QR コードを読み取ると、

市の防災簡単レシピにつ

ながり、写真付きで作り方

を見ることができます。 

 

準備編ではその他、「家庭でできる地震安全対策」、「防災豆知識＜使える！裏ワザ集＞」、「防災豆知

識＜災害シミュレーション＞」を掲載しています。災害が起きるとどんなことに困るのか、想像し

てみることで必要なものに気付くことができます。 
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 災害用伝言ダイヤルの活用方法や、市からの情報伝達手段、緊急連絡先等も掲載しています。 

 また、災害時に書くものがなく困ったという被災者の声から、重要メモのページを設けました。 

 

 

 

 

※ ご紹介した防災ガイドは、市のホームページからダウンロード可能です。 

1 ページずつ印刷していだけるように設定していますので、ご自由にご利用ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

自然災害は、いつ、どこで発生するか予測できないため、災害時にどんな状況でも対応できるよう事

前準備をしておくことが大切です。避難場所や、家族の待ち合わせ場所等について確認をすることはも

ちろん、備蓄についても前もって考えておく必要があります。 

 この防災ガイドは準備から災害時の対応まで幅広く情報を掲載しておりますので、常に持ち歩いてい

ただくことで、外出中に災害が発生しても、自分の身を守るための助けになります。 

防災ガイド作成にあたっては、所管課だけでなく、他部局、団体の皆様の意見も反映し、幅広い視点

からポイントを盛り込むことができました。いつ起こるかわからない災害への心構え、また、いざとい

うときの役立つ一冊として活用していただけるよう、今後も広く市民へ示していきたいと考えます。 

 

 

災害対応編ではその他、「災害時の対応の流れ」、「地震発生！帰宅が困難なとき」を掲載しています。 

豊中市 防災ガイド 検 索 

豊中市ホームページ 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kur

ashi/bosai/bousai_kikikanri/jishubosai/

h26bousaigaido.html/ 防災ガイドはこちらから 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/
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絵本「きょうのきゅうしょくなーにかな」 食品ロス・ゼロハンドブック 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

絵本「きょうのきゅうしょくな～にかな」 

リーフレット「とよなか食品ロス・ゼロハンドブック」 

 

 

 妊娠期(0～ 5 歳 )  ☆食に関する知識や情報を積極的に習得しよう 

 幼年期( 0～5 歳)  ☆いろいろな食材を食べながら、食べ物の大切さも学ぼう 

 少年期( 6～14 歳)  ☆食の大切さ、調理の方法を学ぼう 

□ 青年期    

□ 壮年期   

□ 中年期   

□ 高年期   

きょうのきゅうしょくな～にかな 

＜対象世代区分＞ 

   基本目標－Ⅳ 食べるもの、食べることを大切にしよう 

基本方針－ｂ 環境教育・環境学習の促進 

基 基本方針－８、9 行政の取り組み 

＜基本目標と基本方針＞ 

 
 

○所管 ： 減量推進課 

○内容 ： 職員考案の絵本。 

     小学校給食の食べ残しを減らし、食べ物を大切にして欲しいという願いをこめて作成

しました。 

     なぜ食べ物を残すとダメなのかを、身近な野菜や子どもたちを登場させることで、感

情移入しやすく、言葉は全てひらがなを使用しているので理解しやすい内容になっ

ています。 

○実績 ： 市内保育所（園）・幼稚園の年長児全員に配布。学校給食試食会や食育会議にて配布。 

 

きょうのきゅうしょくな～にかな 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 
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1．目 的 

 食べ残しや調理くずなどの生ごみは家庭から排出される可燃ごみの約 42％（平成 24 年度豊

中市家庭系ごみ質調査結果より）を占め、その生ごみのうちの約 4 割はまだ食べられるのに捨

てられてしまう「食品ロス」と推定されています。 

 小学校給食では、給食センターに戻ってくる給食パンの食べ残しなどは 1 日約 250kg もあ

り、子どもたちに食べ物の大切さを伝えていくことは生ごみを減らす上で重要な課題となって

います。 

環境センターでは小中学生への環境学習を行っておりますが食べ物を大切にする心を早いう

ちから育んでもらえるように、小学校入学前の保育所（園）・幼稚園の年長児を対象にした絵本

と、その保護者等を対象とした食品ロス削減を目的にしたリーフレットを作成しました。 

 

2. 所 管 課 

減量推進課 

 

 

 妊娠期(0～ 5 歳 )  ☆食に関する知識や情報を積極定期に習得しよう 

 幼年期( 0～5 歳)  ☆いろいろな食材を食べながら、食べ物の大切さも学ぼう 

 少年期( 6～14 歳)  ☆食の大切さ、調理の方法を学ぼう 

 青年期(15～24 歳)  ☆食べ物の大切さを考えよう 

 壮年期(25～44 歳)   ☆子どもに対しての食育に取り組もう 

 中年期(45～64 歳)  ☆食育を伝えよう、拡げよう 

 高年期(65 歳～  )  ☆情報を正しく理解し、日ごろの備えをしよう 

とよなか食品ロス・ゼロハンドブック 

＜対象世代区分＞ 

 

 
 
 

○所管 ： 減量推進課 

○内容 ： 市民の「もったいない」の意識を高め、食品ロスを削減するために、食べ残しや

手つかずで捨てられる食品等の食品ロス実態や食の大切さを情報提供するとと

もに、ごみをなるべく出さない調理法や買い物のしかた等食品ロスの削減に関す

る実践事例・アイデアについて分かりやすく解説し、実践行動に移していただく 

ために作成しました。 

○実績 ： 市内保育所（園）・幼稚園年長児保護者に配布。エコクッキング、ごみ減量フォ

ーラム参加者等へ配布。 

 

とよなか食品ロス・ゼロハンドブック 

＜取り組み一覧掲載内容＞ 
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3．内 容 

（1）絵本＜きょうのきゅうしょくな～にかな＞  

 

絵本だけでなく、パワーポイントを使用した読み聞かせも行っています。 

アニメーションには吹き出しのセリフもありますが、職員が現地に赴き、子どもたちに声掛

けをしながら行いたいと考え、読み聞かせスタイルにしました。配布方法も、データをお渡し

し「あとは先生にお願いします」ではなく、職員が 1 件 1 件配布にお伺いし、先生、子ども、

職員のつながりを大切にした行政だからできる環境学習を行っていきたいと考えています。 

  

 

 

 

 

 

  

野菜たちは子どもたちに食べてもらうことを楽しみにしていますが、子どもたちは嫌いな食

べ物に手をつけようとしません。しかし給食を残すと野菜たちがごみになってしまうことや、

野菜たちが悲しそうに泣いている姿を思い浮かべると、残さず食べようという意欲がわいてい

きます。 

  

絵本後半では、給食は元気に遊ぶためのパワーになることを伝えています。 

身近な野菜や子どもたちを登場させることで感情移入しやすく、言葉は全てひらがなを使用

しているので理解しやすい内容になっています。 

ちなみにこの絵本とアニメーション、絵コンテからアニメの作成、効果音やエンディング

の音楽等、全て環境センター職員の手作りで作成しました！ 
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（2）リーフレット＜とよなか食品ロス・ゼロハンドブック＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年豊中市では可燃ごみが増加傾向にあ

り、中でも家庭系の生ごみを減らすことは

重要な課題です。食生活における「もった

いない」の気づきによりごみを減らそうと

いう思いを込めて、この冊子を作成しまし

た。 

～巻頭特集「淺利敬一郎豊中市長にイン

タビュー」～ 

日頃からよく料理をするという淺利市

長。「これとこれがないからこの料理が

できない」というのではなく、冷蔵庫に

ある食材を見て柔軟に献立を考えてみ

ることが大切なのではないか、と余った

食材を使い切るコツや市長おすすめエ

コレシピなどを紹介しています。 

～今すぐできる食品ロス減量！～ 

買い物ではむだなものを買わないように

食材の在庫状況をチェックしたり、料理は

食べるぶんだけを作るようにするなど、実

践に結びつけてもらいやすいように事例

やアイデアをわかりやすく紹介していま

す。 
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※ ご紹介した絵本・リーフレットは、市ホームページ「減らそう！食品ロス」に掲載してい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．まとめ 

 豊中市では、平成 24 年（2012 年）3 月にごみ減量のアクションプランである「2020 ごみ

減量プラン（第 3 次豊中市ごみ減量計画）」を策定し、平成 32 年度（2020 年度）に平成 21

年度（2009 年度）よりごみの量を 20％削減することを目標に、市民・事業者・行政の協働と

パートナーシップのもと、さまざまなごみ減量施策・事業を推進しています。 

 本計画で掲げる「優先的な取り組み」の 1 つが「もったいない」の意識を高めるための情報

提供であり、その 1 つとして今回ご紹介した絵本とリーフレットを作成しました。 

 ただ情報提供するだけでなく、子どもたちへ絵本の読み聞かせを行うことで、食べることの

大切さ、食べ物を大切に思う心を育んでもらいたいという私たちの思いを直接伝えることがで

き、子どもたちの様子を見ながら声掛けのできる大変良い機会となったと感じています。さら

に、保護者や先生方へもリーフレットを配布することで食品ロスの現状を知ってもらい、ごみ

減量に向けての意識が高まるよう働きかけることで、家庭ごみの削減にもつながる取り組みと

なりました。 

 食品ロスの削減を推進していくことが、更なるごみの減量に向けて重要となります。今後も

様々な取り組みを展開し、市民のごみ減量への意識を高め、実践につなげてもらえるような情

報発信等積極的な働きかけを行っていきたいと考えます。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊中市 減らそう食品ロス 検 索 

豊中市ホームページ 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/k

urashi/gomi_risaikuru_bika/genryou_

recycle/syokuhinnrosu.html 絵本・リーフレットはこちらから 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/
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＊関連事業一覧   P.47,49,53 

 
○所管 ： 中央公民館 

 
○内容 ： 食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護予防のための講座･講習会などを実施します。 
 
○実績 ： 年間 4 回 

①親子でクッキング 野菜たっぷり元気メニュー（参加者 29 人） 

②食育のみりょく大発見！！さかなの解体ショーと親子で寿司づくり体験  

子どものおさかな会がロビー展（参加者 29 人） 

③サバ博士と親子で行くざこばの朝市（参加者 30 人） 

④豊中市、沖縄市兄弟都市提携 40 周年事業 

幸せな長寿の秘訣、沖縄料理について学ぶ（参加者 14 人）  
 
○評価 ： 昨年度に引き続き親子で参加できる講座を開講し、子どもにも保護者にも好評でした。

さらに沖縄市兄弟都市 40 周年記念事業を行うことで、食育とともに沖縄市の理解も深め

ることができました。 

＜取り組み一覧掲載内容(中央公民館)＞ 

公民館による食に関する取り組み 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公民館による食に関する取り組み 

 

□ 妊娠期(0～ 5 歳 )   

 幼年期( 0～5 歳) ☆いろいろな食材を食べながら、食べ物の大切さも学ぼう 

 少年期( 6～14 歳) ☆食の大切さ、調理の方法を学ぼう 

 青年期  ☆食べ物の大切さを考えよう 

 壮年期  ☆子どもに対しての食育に取り組もう 

 中年期  ☆食に関する情報を得て伝えよう 

 高年期  ☆情報を正しく理解し、日ごろの備えをしよう 

＜対象世代区分と世代別目標＞ 

 

 

   基本目標－Ⅱ 生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう 

基本方針－ｄ 調理技術や食に関する知識の習得 

基本方針－４～７ 行政の取り組み 

＜基本目標と基本方針＞ 
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＊関連事業一覧   P.47,50,53 

 
○所管 ： 蛍池公民館 

 
○内容 ： 食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護予防のための講座･講習会などを実施します。 
 
○実績 ： 年間 4 回 

①ワールドカップ開催国「ブラジルを食べよう」 参加人数 19 人 

②子ども料理教室「カレー＆ナン」 参加人数 18 人 

③ルーマニアを食べよう 参加人数 11 人 

④スコットランドを食べよう 参加人数 14 人 

 
○評価 ： 料理に関する企画については、安定した申し込みがあり、講座を開催することができまし

た。講師より、各国の過去から現在に至る歴史や気候・風土、国の成り立ちなどを紹介し

ていただいた事で、料理が非常に味わい深いものとなりました。また、各国のコミュニテ

ィにふれる事で料理実習や食事も終始楽しい雰囲気で行う事ができ、参加者どうしの交流

も深まりました。 

＜取り組み一覧掲載内容(蛍池公民館)＞ 

 

＊関連事業一覧   P.47,50,53 

 
○所管 ： 庄内公民館 

 
○内容 ： 食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護予防のための講座･講習会などを実施します。 
 
○実績 ： 年間 5 回 

①親子すきすき野菜かんたんクッキング（参加者 27 人） 

②自分でつくろう！かんたんおにぎり（参加者 38 人） 

③お弁当が楽しくなる おやこでキャラ弁づくり（参加者 25 人） 

④親子で学ぶ日本の食文化 おせち料理を作ってみよう（参加者 8 人） 

⑤早春 手打ち讃岐うどんに挑戦（参加者 19 人） 

 
○評価 ： 今年度はラウンドテーブル等から見えてきた、地域の子どもたちの食の現状を踏まえ、食

に対する意識や、食を通じた体作りについて、親子で、または子ども自身で考えてもらう
機会を提供する場としての企画に重点を置き、参加者アンケートからは一定の目標は達成
できたと思われます。 
ほとんどが、申し込み時にはすぐに定員を超える人気講座ではありますが、「おせち料理」
は手間や堅苦しさもあったのか、進行の難しい課題の残る事業でした。 

楽しみながら食を通じて自身の体を作ることが歳を重ねるうえで重要になってくること

を、今後も市民に発信できる講座を企画したいと考えています。 

＜取り組み一覧掲載内容(庄内公民館)＞ 

 

＊関連事業一覧   P.47,50,53 

 
○所管 ： 千里公民館 

 
○内容 ： 食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護予防のための講座･講習会などを実施します。 
 
○実績 ： 年 1 回 ①骨元気！！New 和食作り（参加者 25 人） 

 
○評価 ： 乳製品等カルシウムを多く含んだ身近な食材を活用し、調理方法を工夫する等、ちょっと

したアイデアで美味しく減塩できることがわかり、受講者に大変好評でした。 

＜取り組み一覧掲載内容(千里公民館)＞ 
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1．内 容  

豊中市には、4 つの公民館があり、（中央公民館(曽根東町)、蛍池公民館(蛍池中町)、庄内公民館(三

和町)、千里公民館(新千里東町)）市民の方の学びを応援するため、様々な講座・事業を開催していま

す。公民館が実施する講座や事業の中には食に関するものも多くあり、地域おける食育推進に取り組

んでいます。講師による講義だけでなく、世代ごとにポイントを変えた幅広い料理教室や、親子で参

加できる体験型の食育イベントなども実施しており、定員を超える申し込みがある事もしばしばです。 

それぞれの特徴にも注目しながら、平成 26 年度に実施した市内各公民館での食育推進事業について、

その一部をご紹介します。 

 

 

2. 取り組みの様子  

 

 サバ博士と親子で行く ざこばの朝市 

【日 時】平成 26 年 9 月 28 日（日）９時～13 時半 

【場 所】大阪市中央卸売市場横 特設会場 

【内 容】・朝市見学 

・体験コーナー  ※いずれか１つに参加。参加は子どものみ、要事前予約 

①こども職業体験 

②キッズレストラン 

・食育講座&食育イベント  ※各自、自由参加 

講座「サンマの美味しい見分け方」「いただきますのお話」 

マグロの解体ショー 

カツオのわら焼き体験 

など。案内人はサバ博士・右田
み ぎ た

 高有
こ う

佑
すけ

さん 

 

 

 

 

 

 

 

 

この講座は、ざこばの朝市(主催：ざこばの朝市プロジェクト実行委員会)でのさまざまな体験を通じ、

食の大切さや流通を学んでもらおうと企画され、当日は小学生とその保護者計 30 人が参加しました。 

朝市のにぎわいを肌で感じた後は、それぞれイベントや体験コーナーへ。こども職業体験には 10 人

の子どもが参加しました。海鮮焼き屋さん・パン屋さん・練り物屋さんに分けられた子どもたちは元

気いっぱいに「いらっしゃい！」という大きな声を出していました。 

【案内人の右田さんについて】 

株式会社「鯖や」（本社：庄内東町）経営者。 

｢サバ博士｣として、各地でセミナーや料理教室を多数実施。寿司を通した食育活動を意欲的に行っ

ており、雑誌や新聞、テレビなど様々な各種メディアに取り上げられています。 

平成 26 年 7 月 26 日(土)中央公民館実施の食育講座『魚のみりょく大発見!!さかなの解体ショーと

親子で寿司づくり体験』に講師として来ていただいたことで、今回の講座が実現しました。 

 中央公民館 
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（写真：豊中市ホームページ『とよなかレポート「写真で見る豊中のいま」』

キッズレストランでは 6 人の子どもがピザ屋に挑戦。豊中市玉井町にあるイタリアンレストラン「ク

ッチーナカサイ」協力のもと、窯で焼く本格的なピザを作り、作ったピザは自分たちで販売すること

で、売り手の世界を知るという経験になりました。 

また、食育イベントでは、公民館参加の子どもがさんまの早食い競争で見事１位になるというサプ

ライズもあり、大盛況のうちに講座を終えることができました。 

アンケートには「販売体験は小学生ではなかなかできないので良かった」「にぎわいの中で子ども達

ががんばっている姿を見られて良かった」などの声が寄せられ、講座の目的である、食の大切さを学

べたほか、親子で参加することで、コミュニケーションが深まるきっかけとなったようです。 

 

 

 

 『たべるってなーんだ？自分で作ろう！かんたんおにぎり』 

【日時】平成 26 年 8 月 27 日（水）11 時 45 分～12 時 30 分 

【内容】おにぎり作り（対象は小学１年生から６年生までの児童） 

【講師】大阪青山大学 准教授 河中
かわなか

弥生子
や お こ

さん 

     大阪青山大学 健康科学部 健康栄養学科 学生 5 人 

 

この講座は、おにぎり作りを通して、子どもたちに食や栄養について学んでもらおうというもので、

大阪青山大学准教授の河中弥生子さんや同大学健康栄養学部で管理栄養士をめざす学生などが講師

を務めました。 

 この日庄内公民館では、教員志望の大学生による小学生向け学習会「夏休み学習サポート」も行わ

れており、今回の食育講座は、夏休み学習サポートに参加した小学生が対象。温かいご飯があれば、

トッピング次第で栄養満点な一食を自分で用意することができることを子ども達に知ってもらい、保

護者が不在でも、簡単なものであれば自分自身で食事を作れるようになってもらいたい、自分で食事

を作ることで生活習慣を見直してもらいたい、という思いが込められています。おにぎりの具はちく

わ、ツナマヨネーズ、しその３種類。お米の熱さや具の感触、握るときの力加減などを確かめながら、

一生懸命おにぎりを握り、大学生が用意したみそ汁と一緒に美味しくいただきました。 

食事の後は、河中准教授から食育のおはなしがあり、自分で食事を作る習慣が安全な食材を見分

ける力につながること、そのために、家でもお手伝いをしながら食事を作ってみてほしいことなどが

伝えられました。 

庄内公民館では、平成 26 年度の食育事業として、

おにぎりづくり講座以外にも『親子すきすき野菜か

んたんクッキング』『お弁当が楽しくなる おやこで

キャラ弁づくり』『親子で学ぶ日本の食文化 おせち

料理を作ってみよう』『早春 手打ち讃岐うどんに挑

戦』など、親子で参加できる講座を中心に、様々な

テーマで食に関する講座が開催されました。 

 

 

 

 

 庄内公民館 
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蛍池公民館 

蛍池公民館では、平成 24 年度から『○○を食べよう』と題して、テーマに取り上げた国の郷土料理

づくりを楽しむ講座を開催しています。講師は、世界民族料理研究家・香
か

菜
な

 緑
みどり

さん。料理づくりに

併せて、講師から、その国の文化・歴史、コミュニティや人権問題についての話もあり、異文化に対

する興味や理解を深めると共に、参加者自身が生活する地域のコミュニティについても考える機会と

なっています。そして、「講座の内容が面白く、参加者同士の交流・おしゃべりも活発で、満足度の高

い時間を過ごす事ができました。」等の感想にあるように、参加者間の交流を図りながら講座を進める

事で、人のつながりの中でより食を楽しめる事が再確認されています。 

 

 『ワールドカップ開催国 ブラジルを食べよう』 

【日時】平成 26 年６月１日（日）10 時 30 分～13 時 30 分 

【献立】フェイジョアーダ・コンプレタ（黒豆と肉の煮込み料理） 

コーヒーを使ったケーキ ほか 

 『ルーマニアを食べよう』 

【日時】平成 26 年 10 月 19 日（日） 

10 時 30 分～13 時 30 分 

  【献立】ナスのクリーム煮 

チキンのガーリックソース ほか 

 『スコットランドを食べよう』 

【日時】平成 27 年３月１日（日） 

10 時 30 分～13 時 30 分 

  【献立】チキンと麦のスープ、アンチョビ 

トースト ほか 

 

 

 

 

千里公民館 

 『骨元気!!New 和食作り』 

【日時】平成 26 年 10 月 30 日（木）10 時 00 分～13 時 00 分 

【内容】カルシウムたっぷりの減塩・低塩和食づくり 

【講師】M‘ｓ Kitchen 栄養士 

 

平成 25 年ユネスコ無形文化遺産に登録され、そのヘルシーなイメージなどから、あらためて注目が

集まっている和食。出汁や醤油、味噌で味付けされた料理は、美味しい反面塩分を多く含む場合もあ

り、塩分の過剰摂取が指摘されている日本では、食事の塩分量を減らすことが求められています。 

 他館の食育推進事業 

左）フェイジョアーダ・コンプレタほか 

右）コーヒーを使ったケーキ 

『ワールドカップ開催国 ブラジルを食べよう』より 
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しかし、減塩・低塩の大切さは分かっていても濃い味付けをやめられない･･･そんな人が多いのも実情

です。 

この講座では、和食に、牛乳やチーズ、スキムミルクなどの乳製品をプラスすることで、食材や料

理本来の風味を保ったまま、塩分の量を減らし、カルシウム量を増やすことのできる料理について学

びました。作った料理は、『手作りチーズのサラダ寿司』『ミルクのあっさり和風汁』『甘酢ヨーグルト

プリンと生姜シロップ』の 3 品。参加者からは、「スキムミルクの活用術、乳製品を使って塩分を減ら

せることが分かった」「調味料が少なくてもおいしくできる」「塩分が少ないのにしっかり味がしてい

てビックリしました」など好評の声が寄せられました。和食に乳製品という一見珍しい組み合わせで

すが、手軽に美味しく作れ、かつカルシウムたっぷりで減塩できるという健康的な料理を楽しめたよ

うです。 

 

 

 

 

 

3．ま と め  

公民館では毎年様々な食育推進事業を実施しており、そのテーマや形態も幅広いものとなっていま

す。 

中央公民館では、実際に食材を見て、触って、味わうことのできる、五感を使った体験型の食育の

場を提供したり、親子参加型の食育講座を多く実施することで、食を通じて親子の絆を深めることを

目的としています。 

庄内公民館では、地域の子どもたちの食の現状を探り、見えてきた課題を踏まえた事業を展開して

おり、そのひとつとして、子ども達自身に、食や食を通じた体作りについて考えてもらう機会を提供

しています。子どものうちから、食や栄養についての知識を得ることや調理技術を身に付けることは、

今の自分だけでなく、将来の自分の健康にとっても非常に大切で、体づくりについて楽しみながら学

ぶ機会となるよう事業を企画しています。 

蛍池公民館では異文化理解に「食」という身近なツールを活用することで、より市民の方に興味を持

ってもらえるよう工夫しているほか、千里公民館では減塩・低塩という、市民の注目度の高いテーマ

を取り上げた講座を企画し、美味しく楽しく過ごすための「食」を支えています。 

 

現在、保健所だけでなく公民館も食育推進の場のひとつとなっています。さらに、公民館の取り組

みにおいては、学びの場を通して多様な主体を「つなぐ」という公民館の役割を生かして、行政同士

や、行政と地域の連携に加えて、行政と教育現場、教育現場と地域など、さまざまな分野が連携・協

働して事業に取り組んでおり、民間の力も加わった食育の推進、食育の輪が広がっています。 
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コラム① 映画とのタイアップ企画

 

 食育月間である 6 月、保健企画課では映画広告とタイアップしたポスターとチラシを作成しました。 

映画は 6 月 6 日に公開した「グランド・ブダペスト・ホテル」です。 

 表面には「とよなか食育プラスワン」のかけ声と同時に「食べることは、カラダとココロに最高のお

もてなし」と掲げ、身体と心の健康には食べることが大切だということ呼びかけました。 

 チラシの裏面には、今の自分に無理のない範囲でとよなか食育プラスワンに取り組んでいただきやす

いように、初めて食育に取り組む人のためのプラスワンシートを掲載しました。 

 ポスターは 1,000 枚、チラシは 3,000 枚を作成し、駅や公共施設に掲示させていただいところ、ポス

ターを見たという方からの問い合わせがあるなど、食育単体ではなく映画広告とタイアップしたことに

よる PR 効果が伺えました。 

 今後も引き続き、食育の普及啓発に努め、市民の心豊かな生活の実現につながるよう、とよなか食育

プラスワンを多方面からアプローチしていきたいと考えています。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム① 映画とのタイアップ企画 

前年度の流行語大賞である「おもてなし」

を用いることで、インパクトのある言葉

で食の大切さを呼びかけることができま

した。 

表 

チラシはふれあい緑地フェスティバル

等各種イベントでも配布しました。 

 

（初めて食育に取り組む人のためのプラスワンシート） 

裏 
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コラム② 人見知り女子集合！「簡単おしゃべりクッキング」 

 

平成 26 年 9 月 19 日(金)、とよなか男女共同参画推進センターすてっぷ(玉井町)で『人見知り女子集合！

簡単おしゃべりクッキング』が開催されました。料理をしながら参加者同士が交流することで孤立感を解消し、

また、自分の料理を自分で作れたという達成感を自信につなげてもらおうと、とよなか男女共同参画推進セン

ターすてっぷが企画。この講座は、「生きづらさ・働きづらさを感じている女性に贈る 3 つのセミナー」のう

ちのひとつで、「知らない場所に行くのがこわい」「人見知りのままじゃダメだと思うけど勇気が出ない」とい

った悩みを抱える女性を対象に実施しました。講師には、臨床心理士でありクッキングセラピーの教室を主宰

する本多利子さんを迎え、参加者はお互いに協力しながら、紅茶鶏やラタトゥユなどを料理しました。 

同じ悩みをもつ人同士ということもあってか、話が弾み、料理をしながらコミュニケーションを取っていま

した。参加者のアンケートからは「人と食べたり会話したりってとても大切だと思いました。」「大変そうに思

っていた料理もでき、自分でもがんばったらできるかなと希望を感じました。」などの声が寄せられました。

また、ある参加者からの声掛けで参加者同士が後日また会う約束をしている姿も見られました。 

料理という身近なツールを活用することで、その過程にある共同作業を通してお互いの悩みへの共感やひと

りではないという安心感を得ることができ、気持ちや悩みを共有できる友人を得る機会になりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム② 人見知り女子集合！「簡単おしゃべりクッキング」 

 

作業の分担を決めたり調理のコツを教え合

ったりする中で、話すのが苦手な人でも自然
とコミュニケーションを取ることができて
いました。 

美味しそうな料理が 

完成しました！ 

この日のメニューは 

以下の 5 品。 

 

紅茶鶏 

にゅうめん 

ラタトゥユ 

サラダ 

おにぎり 

 

普段のごはんにも、 

ちょっとしたパーティにも 

活用できそうです。 
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 コラム③ マチカネレシピ 

  
 市立豊中病院栄養管理部では、病院ホームページを通して病院食を紹介しています。 

 平成 25 年 4 月、事業管理者、事務局長の両名より、病院で実施している食事を病院ホームページに掲

載してはどうかとアドバイスをいただいたことから、病院食レシピのホームページ掲載への活動を開始

しました。 

 市制 50 周年時に誕生した豊中市のシンボルキャラクター「マチカネくん」より掲載名を「マチカネレ

シピ」と名付け、現在 204 レシピを公開しています。（平成 27 年 12 月 22 日現在） 

 マチカネレシピのアクセス件数は多く、病院食の注目度は非常に高いものとなっていることから、今

後も継続的にレシピを掲載し、より多くの方々にマチカネレシピを知っていただけるような取り組みも

行っていきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コラム③ マチカネレシピ 

～市立豊中病院 

ホームページより～ 

家庭で療養中の方や、健康的な食事をしたい方など

にもおすすめです。現在は病院ホームページだけで

なく、冊子を作成し、市内図書館でもご覧いただけ

るようになっています。 

普通食、軟菜食（消化の良い食事）、糖尿食（エ

ネルギーコントロール）、減塩食（高血圧症な

ど）を家庭でも調理、アレンジしやすいよう

に紹介しています。 

糖尿食「鶏のチーズ焼き」 普通食「ヒレカツ」 
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Ⅱ．各事業の進行状況 
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1．基本目標別索引 

Ⅰ．食育に関する情報を正しく理解して、実際に行動しよう 

ａ．食に関する知識の普及・啓発や情報提供   ・・・・・P.26 

ｂ．食育に関する正しい理解の促進    ・・・・・P.32 

ｃ．危機管理に対する情報提供と啓発   ・・・・・P.36 

ｄ．食育推進運動の周知啓発    ・・・・・P.37 

Ⅱ．生活リズムを整え、バランスのとれた食生活を実現しよう 

ａ．幼年期における望ましい食習慣の形成   ・・・・・P.40 

ｂ．少年・青年期における食の自立に向けた支援  ・・・・・P.43 

ｃ．健康状態にあった食育の推進    ・・・・・P.45 

ｄ．調理技術や食に関する知識の習得   ・・・・・P.49 

ｅ．適切な食を提供するための環境整備   ・・・・・P.52 

Ⅲ．おいしく、楽しく、食事をしよう 

ａ．交流を深める場や食事をする機会の提供   ・・・・・P.55 

ｂ．楽しい食事の促進     ・・・・・P.56 

ｃ．食を通じた地域活性化の促進    ・・・・・P.58 

Ⅳ．食べる物、食べることを大切にしよう 

ａ．体験・機会の充実     ・・・・・P.59 

ｂ．環境教育・環境学習の推進    ・・・・・P.60 

ｃ．地産地消の推進     ・・・・・P.65 

Ⅴ．歯や口の健康を維持・増進しよう 

ａ．歯科疾患の予防     ・・・・・P.66 

ｂ．歯や口の健康づくりに関する情報提供と普及・啓発  ・・・・・P.67 
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2．所管別索引 

人権文化部     人権政策室【Ⅱ-d-8,9/Ⅱ-e-10/Ⅲ-a-4】 

             豊中人権まちづくりセンター 【Ⅰ-b-1/Ⅲ-a-1,2】 

             蛍池人権まちづくりセンター 【Ⅲ-a-3】 

  政策企画部     広報広聴課【Ⅰ-a-1,2/Ⅱ-d-1/Ⅳ-a-1】 

  環境部       環境政策室【Ⅳ-b-1,3～5】 

    公園みどり推進課【Ⅳ-b-6,13～18,22､23/Ⅳ-c-3】 

    減量推進課【Ⅳ-b-7,8,9,10】 

  市民協働部     コミュニティ政策室【Ⅰ-a-3,4】 

    消費生活課【Ⅰ-a-5～15/Ⅱ-d-14/Ⅳ-c-2】 

  健康福祉部     地域福祉室【Ⅰ-b-2】 

    障害福祉課【Ⅰ-a-17/Ⅱ-b-1～4/Ⅱ-c-1/Ⅳ-a-2】 

    高齢者支援課【Ⅱ-c-2】 

    保健企画課【Ⅰ-a-18/Ⅰ-c-3,4/Ⅰ-d-1,2,4,7/Ⅱ-d-2/Ⅱ-e-1,2,3/Ⅲ-c-1】 

    衛生管理課【Ⅰ-c-1~3】 

    保健予防課【Ⅰ-a-19/Ⅰ-b-3～7/Ⅰ-d-4/Ⅱ-a-1,2/Ⅱ-c-3～8,24/Ⅳ-a-3/ 

保健    予防課  Ⅴ-a-1,2/Ⅴ-b-1～3】 

    地域保健課【Ⅰ-a-34/Ⅰ-b-8～12/Ⅰ-d-15/Ⅱ-c-9～11,23/Ⅱ-e-4/Ⅴ-b-4】 

    保険給付課【Ⅰ-b-13,14】 

  こども未来部    保育幼稚園室【Ⅰ-a-20～23,25/Ⅰ-b-15～18,22/Ⅰ-d-9～11/Ⅱ-a-3,4/ 

   こども未来部    保育幼稚園室【Ⅱ-e-5,6,8/Ⅲ-a-5/Ⅴ-a-3】 

    保育所【Ⅰ-a-28/Ⅰ-b-23/Ⅱ-a-11,12/Ⅳ-b-12/Ⅴ-a-4】 

            保育所・保育園【Ⅰ-a-25,27/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅲ-a-5/Ⅳ-b-11】 

            市立幼稚園【Ⅰ-a-25/Ⅰ-d-11,14/Ⅱ-a-6,10/Ⅲ-a-5/Ⅴ-a-4】 

             あゆみ学園【Ⅰ-a-25,27/Ⅰ-b-23/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅳ-b-11】 

             しいの実学園【Ⅰ-a-25,27/Ⅱ-a-6,7,10/Ⅳ-b-11】 

  市立豊中病院    栄養管理部【Ⅰ-b-19/Ⅱ-a-5/Ⅱ-c-16～19,22】 

    看護部【Ⅰ-b-20】 

    緩和ケア委員会【Ⅱ-c-20】 

  上下水道局     経営企画課【Ⅱ-d-3】 

 

 

 

 



 

- 24 - 

 

  教育委員会     地域教育振興室【Ⅲ-b-2】 

            読書振興課【Ⅰ-a-24/Ⅰ-d-5】 

              中央公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-4/Ⅱ-e-7】 

蛍池公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-5/Ⅱ-e-7】 

庄内公民館【Ⅱ-c-14/Ⅱ-d-6/Ⅱ-e-7】 

千里公民館【Ⅱ-c-14,15/Ⅱ-d-7/Ⅱ-e-7】 

       スポーツ振興課【Ⅰ-d-6】 

            青少年育成課【Ⅲ-b-3～5】 

教育推進室【Ⅰ-d-7,8/Ⅱ-b-11/Ⅲ-b-6/Ⅴ-a-3】 

             文化館チーム【Ⅱ-b-5/Ⅱ-c-12,13】 

            学校給食室【Ⅰ-a-27,29,30/Ⅱ-b-6～10,12/Ⅳ-a-6/Ⅳ-b-12】 

            小学校【Ⅱ-a-6,7,10/Ⅲ-a-5/Ⅳ-b-11】 

   農業委員会事務局【Ⅳ-c-1】 

   豊中市社会福祉協議会【Ⅰ-a-16,31～33/Ⅱ-d-10/Ⅲ-a-6～8/Ⅳ-a-8】 

  NPO 法人市民環境会議アジェンダ 21【Ⅳ-b-2】 

    花と緑のネットワークとよなか【Ⅳ-b-19～24/Ⅳ-c-3】 

  豊中市私立幼稚園連合会加盟幼稚園【Ⅰ-a-25～28/Ⅰ-b-21～23/Ⅰ-d-10,12～14/ 

豊中  私立幼稚園連合会加盟幼稚園    Ⅱ-a-6～10/Ⅱ-e-9/Ⅳ-a-7,9/Ⅳ-b-11/Ⅴ-a-3,4】 

  豊中市民間保育園連合会加盟保育園【Ⅰ-d-12/Ⅳ-a-7/Ⅴ-a-4】 

   老人クラブ連合会【Ⅱ-d-11,12/Ⅲ-a-9/Ⅴ-a-5】 

   一般財団法人豊中市医療保健センター【Ⅰ-b-24】 

   豊中市学校歯科医会【Ⅱ-e-11/Ⅴ-a-6/Ⅴ-b-5】 

   (一社)豊中市歯科医師会【Ⅴ-a-6,7/Ⅴ-b-5～8】 

    (一社)豊中市薬剤師会【Ⅰ-ｄ-3】 

   豊中地域活動栄養士会トゥディ【Ⅱ-d-13】 

   各中学校区地域教育協議会【Ⅲ-b-1】 
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【対象世代区分】 

   幼年期（0～6 歳、就学前） 

   少年期（6～15 歳、児童・生徒） 

   青年期（15～24 歳） 

   壮年期（25～44 歳） 

   中年期（45～64 歳） 

   高年期（65 歳～） 

【今後の方向性】 

◎ → 充実（今後さらに積極的に取り組む予定） 

〇 → 継続（今後も同様に取り組む予定） 

△ → 縮小（規模などを縮小して取り組む予定） 

－ → 廃止（終了する取り組み） 

完  → 完了（単年度事業、期間の決まっている取り組みで完了するもの） 

 

3．平成 26 年度 食育関連事業取り組み一覧 

【凡例】 
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基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 
所管部局 
関連団体等 

新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅰ

 

食
育
に
関
す
る
情
報
を
正
し
く
理
解
し
て
、
実
際
に
行
動
し
よ
う 

ａ

 

食
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
や
情
報
提
供 

1 広報とよなか 広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

月１回発行。全世帯と全事業所に配布し

ています。市の各種施策や事業計画、福

祉、環境、文化・スポーツなど市民に必

要な情報を提供しています。 

年間発行部数 2,340,800 部 

うち食育関連お知らせ記事 85 件 

継続して記事を掲載していき

ます。 ○ 

２ 
ケーブルテレビ番組「かたら

いプラザ」 
広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

市広報番組「かたらいプラザ」を企画・

制作し、ケーブルテレビで放送していま

す。 

年間番組制作数 36 件                

うち食育関連の放送 4 件 

継続して告知等を実施してい

きます。 ○ 

3 
市民公益活動推進のための

情報提供 
コミュニティ政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

（運営は、公募によりとよなか市民公益

活動協議体に委託）「市民活動情報サロ

ン」（豊中駅舎内）にて、市民の自主的・

自発的な社会貢献活動（市民公益活動）

に関する情報提供や相談等を実施してい

ます。 

市民活動情報サロン来場者数 

8,502 人 

登録団体数 134 団体 

「食育」をはじめ、さまざまな

分野の市民公益活動への関心

を高め、活動のきっかけづくり

や市民団体どうしのつながり

づくりにつながっています。 

○ 

4 市民公益活動推進助成金 コミュニティ政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

分野を問わず、公募し、市民公益活動事

業に必要な経費の一部を助成。市民公益

活動団体の自律的・継続的な発展を支援

することにより、市内の市民公益活動全

体の推進を図る制度です。 

助成金交付団体数 11 団体 

助成金交付額 1,887,000 円 

「食育」をはじめ、さまざまな

分野の市民公益活動団体が、助

成金を活用し、段階的に自律発

展しています。 

○ 

5 
技術・家庭科副読本「くらし

のノート」 
消費生活課    

● 

    

消費者教育資料集（技術・家庭科副読本）

「くらしのノート」を作成し、学校現場

で活用を推進しています。豊中市食育推

進計画に関する記述あり。 

小学生版に食育推進計画に関する記

述あり。 

市内在学の小学５年生に配布 

小学生版 4,100 部発行 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

6 生活関連物資課題調査 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 

（とよなか消費者協会に委託） 

食料品、日用品等の生活関連物資につい

て、年３回テーマを決め市場調査を行っ

ています。" 

年３回実施。 

調査内容「ミネラルウォーターの品

質表示などの調査」「量目調査」等 

調査結果を情報配信し、食に関

する情報を伝えることができ

ました。 
○ 

7 くらしの情報 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 
消費生活情報誌「くらしの情報」を発行

し、くらしかん及び市内公共施設で配布

しています。 

A４判 3,000 部発行／回 

点字版 B５判 11 部発行／回  

各年４回 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

8 くらしかんのホームページ 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 

平成 14 年度に生活情報関連システム（く

らしネット）を大幅に見直し、くらしか

んホームページ（くらしネット）により、

消費生活情報を提供しています。 

平成２０年度より市ホームページの

一部に入り形式がリニューアルしま

したが、引き続き消費生活情報を提

供しました。 

総利用件数 44,809 件 

食に関する情報を伝えること

ができました。 ○ 

平成 26 年度  食育関連事業取 り組み一覧 
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基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅰ

 

食
育
に
関
す
る
情
報
を
正
し
く
理
解
し
て
、
実
際
に
行
動
し
よ
う 

ａ

 

食
に
関
す
る
知
識
の
普
及
・
啓
発
や
情
報
提
供 

9 くらしかん祭り 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 

①消費者問題等を楽しく学んでもらうこ

とを目的に毎年統一テーマを決め、様々

な催しをくらしかん全体で行う消費者啓

発イベントを開催しています。 

②平成１０年度からくらしかん登録グル

ープとともに実行委員会体制で企画運営

をしています。  

協力団体 23 団体（くらしかん登録

グループを除く） 

参加者数 957 人 

食に関するブースを設けてい

るので、食育を推進することが

できました。 
○ 

10

 

子どもの消費者教育講座 消費生活課    

● 
    小学生対象の消費者問題啓発講座の中で

食に関する講座を実施しています。 
25 年度で終了  － 

11

 

くらしの教員セミナー 消費生活課     

● ● ● 
 

小中学校技術家庭科教員対象の消費者問

題啓発講座（年 2～３回）を実施していま

す。 

3 回実施。（内食育関係 0 回） 

小中学校の教員向けに、学校に

おける消費者教育を推進する

ことができました。 
○ 

12

 

消費者啓発講座 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 

①消費生活セミナー：消費生活の基礎知

識を学ぶ講座  

②消費者月間行事：消費者月間の５月に

内閣府の統一テーマに沿って啓発事業を

実施しています。 

③学校向けに啓発講座を開催していま

す。 

①消費生活セミナー：２回（内食育

関係０回） 

②消費者月間行事：１回（内食育関

係０回） 

③学校における啓発事業 80 回（１

クラス１回でカウント）2,754 人（内

食育関係 56 回 1,936 人） 

食生活全般に関する講座を実

施し、食育を推進することがで

きました。 
○ 

13

 

くらしの研究発表会 消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 

くらしに関する問題について、調査・研

究をしている消費者グループなどに発表

の機会の提供を毎年行っています。 

発表団体は４グループ、「くらしか

ら提案！201４」を発行 

今回は食に関する研究発表が

1 テーマあり、食に係る知識を

深めることができました。 
○ 

14

 

生活情報ひろば事業 

（市民啓発業務等） 
消費生活課  

● ● ● ● ● ● ● 
（とよなか消費者協会に委託） 

平成 18 年 8 月に制定した「豊中市の消費

者のくらしを守る条例」に基づいて開設

した「生活情報ひろば」において、くら

しかん登録グループ主体による消費者啓

発講座・展示等の中で、食に関する講座・

展示を開催しています。 

パネル展 4 回「食品表示について」

他 

地産地消イベント 12 回 

講座 14 回「お魚屋さんが教える魚

の捌き方教室」「洋菓子教室」等 

くらしかん登録グループの特

色を生かした食に関する講座

やパネル展示を実施し、食育を

推進することができました。 

○ 
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消費者活動の支援 消費生活課     

● ● ● ● 

消費者団体について、登録制を実施し、

定例会の運営や事業（リユースバザー・

くらしかん祭り・講座等）を市と協働で

行うことにより、活動の促進支援を図っ

ています。また、使用申込を一般申込の 3

か月前から 6 か月前に優遇し、また「生

活情報ひろば」を活動・交流の場として

提供して活動の支援を行っています。 

登録グループ 10 団体 

くらしかん登録グループの特

色を生かした食に関する講座

やパネル展示を実施し、食育を

推進することができました。 

○ 

16

 

ふくしねっと とよなか 
豊中市社会福祉協議

会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（市補助事業） 

豊中市の福祉や健康に関する行政サービ

ス情報をはじめ、ボランティアなどの地

域福祉活動情報、介護保険や福祉関連の

民間事業者情報などを市のホームページ

に掲載しています。 

訪問数 317,426 

当初計画通り、平成 26 年度末

でもって、本事業を完了しまし

た。 
完 

17

 

市立障害者通所施設等での

給食の献立表と給食だより

の配布 

障害福祉課     

● ● ● 
 栄養士による食育に関する情報を掲載し

ています。 
毎月１回 

利用者や家族から食育に関す

る情報や料理のレシピがわか

りやすいとの意見をいただき

ました。 

○ 

18

 

ホームページ 

「栄養・食生活」 
保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくりを支援する環境づくりを目的

に平成 18 年 6 月に立ち上げ、生活習慣

病予防のためのメニューの提供、食育に

関する情報の発信、「とよなかの自慢料

理」の紹介等を行っています。 

「とよなかの自慢料理」では、市内

にある特定給食施設やそれに準ず

る施設で提供されている給食の中

から、各施設のおすすめメニューを

お知らせしています。また、給食を

作っている人の思いや様子もお伝

えしています。 

「とよなかの自慢料理」の紹介

メニューを充実させていきま

す。 
◎ 

19

 

「食事バランスガイド」の啓

発 
保健予防課  

● ● 

  
● ● ● 

食育講座などにより食事バランスガイド

の啓発を行っています。 
随時実施 

「食事バランスガイド」を参考

に食生活を行う人を引き続き

増やしていきます。 
○ 
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20

 

情報誌等の発行 保育幼稚園室  

● ● 
     

妊娠がわかってから就学前までの子育て

情報を掲載した「子育てサービスガイ

ド」、公立保育所・民間保育園・私立幼

稚園・子育て支援センターの情報を掲載

した子育てマップ”てくてく”を発行し、

離乳食講座・食の講座の情報を提供して

います。  

同左 

各支援センターなどに設置。赤

ちゃん訪問でも情報誌を配布

し、市民に活用してもらってい

ます。 

○ 

21

 

子育て支援ホームページの

充実 
保育幼稚園室   

● 
     

豊中市ホームページにおいて、子育てに

関するさまざまな情報を公開するととも

に、最新情報を定期的に更新しています。 

H26 年 11 月より、0 歳から就学前

の親子が参加できるイベントを開

催日ごとにまとめた情報を発信 

毎月更新を行うことで、全体の

連携をとってきました。 ◎ 

22

 

子育て支援センターほっぺ

事業 
保育幼稚園室   

● 
     

①地域子育て支援センターを統括する中

核施設として、子どもの視点に立った子

ども施策の企画調整、子育ち・子育て情

報の受発信や相談、子育て講座(手づくり

おやつ講座）、地域の子育て支援する人

材の育成等を行い、さまざまな子育ち・

子育て支援活動をサポートしています。  

②地域福祉計画の保健・福祉・医療の関

係機関と連携して全市的な子育て支援の

ネットワークづくりを進めています。 

育ちの講座(1・2・3 歳)                 

年  各２～4 回 

離乳食の悩みから始まって、食

に関する悩み(好き嫌いや食事

の量など)の相談が多いので、

丁寧に対応するとともに保護

者同士での意見交換を行う場

を作って保護者の不安を解消

してきました。 

○ 

23

 

地域子育て支援センター事

業 
保育幼稚園室   

● 
     

①16 ヶ所の地域の子育て拠点施設とし

て、子育て相談、情報提供、子育てサー

クルの育成、遊びや交流の場の提供等を

行っています。  

②地域支援保育士とともに、「地域福祉

ネットワーク会議子ども部会」を運営、

住民や関係機関・団体との連携のもと地

域の子育てネットワークづくりに取り組

んでいます。 

地域子育て支援センター食育講座

開催 

各１～２回 

保育所内の支援センターなの

で、調理担当の協力のもと実践

に対応した食の提供を行うの

で、参考になったという声が多

く聞かれた。 

○ 
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24

 

関連資料提供、読書振興 読書振興課・図書館  

● ● ● ● ● ● ● 

①食育に関する図書や資料・情報の収集

と提供・相談を行っています。 

②食育への関心を深めていくため関連資

料の展示などを行っています。 

食の育みフォーラムにて、関連図書

を展示し、食育パスファインダー・

図書館利用案内を配布しました。健

康カレッジにて図書の展示・貸出を

行いました。 

他部局の「こんなテーマの本を

集めて貸出してほしい」「こん

なデータがほしい」というご要

望に、できる限り応えていきま

す。 

○ 

25

 

食に関する情報発信「簡単お

いしいクッキング」「ぴよぴ

よ（離乳食の進め方）」「食

育だより」等 

各保育所・園、幼稚

園、保育幼稚園室・

あゆみ学園・しいの

実学園 

  

● 

     

レシピや食べ物に関する情報などを通じ

て、保護者に食育の重要性を伝えていま

す。 

随時配布 

献立表の中に記載食材紹介や季節

の行事などを知らせています。 

毎月の給食予定献立表の余白に食

に関する情報（食材紹介や季節の行

事など）を記載 

保育所・園で実施しているメニ

ューは親しみやすく簡単に作

れるレシピ等は好評です。 

献立表の一部として保護者に

関心をもってみていただいて

います。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

レシピや食べ物に関する情報などを通じ

て、保護者に食育の重要性を伝えていま

す。 

毎月の献立表に食に関する情報を

掲載。（食材紹介や季節の行事など）          

「ごはんだより」「食育だより」「ク

ラスだより」などの発信もありま

す。 

家庭での料理にも役立ち、人気

献立のレシピは好評です。 ○ 

26

 

保護者向けに発行する通信 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     栄養士等による食育に関する記事を掲載

しています。 

管理栄養士作成の「食育コラム」通

信や「くいしんぼう」（年 6 回）

発行のとりくみもあります。 

食に関心をもってもらう良い

機会となっています。 ○ 

27

 

給食の献立表等の保護者へ

の配布 

各保育所・園、あゆ

み学園・しいの実学

園 

  

● 

     毎月給食予定献立表を配布。 
月 1 回配布（アレルギーの園児に

別メニュー配布） 

献立を伝えることで家庭での

食事にも役立ち、児童及び保護

者の食物アレルギーの対応に

も活用していただけています。 

管理栄養士作成の成分付献立

表は特に評価されました。 

バランスのよいメニューの提

案にもなり、アレルギー対応に

も有効です。 

○ 

学校給食室    

● 

    毎月給食予定献立表を配布。 
月 1 回約 20,000 枚×11 ヶ月分配

布 

献立を伝えることで家庭での

食事にも役立ちます。児童及び

保護者の食物アレルギーの対

応にも活用しています。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     毎月給食予定献立表を配布。 

献立表を家庭数配布しています。       

アレルギー対応の献立表も別に配

布しています。 

献立を伝えることで、家庭での

食事に役立ちます。               

園児や保護者の食物アレルギ

ーの対応にも活用されていま

す。 

◎ 
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保育所地域活動事業 

各保育所  

● ● ● ● ● ● ● 

所庭開放、誕生会、発育測定、年間行事、

高齢者との世代間交流、育児講座、赤ち

ゃんサークル等を行っています。 

地域の子育て家庭対象に所庭開放

（毎日）。 

誕生会・発育測定（月１回）。 

保育所行事に参加案内、世代交流

随時、講座、サークル活動の定期

的実施（毎月） 

親子体操（概ね毎月１回実施）な

ど。 

安心して遊べる場所であり、情

報交換や相談等で継続して来

られる方が多く、地域に果たす

役割は大きいと思います。また

園庭開放は園を知っていただ

くよい機会で、子育て相談を受

けたり、同年代の子どもをもつ

保護者の交流の場になってい

ます。 

誕生会での親の給食試食会な

ど行う時は好評です。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 

● ● ● ● ● ● ● 

所庭開放、誕生会、発育測定、年間行事、

高齢者との世代間交流、育児講座、赤ち

ゃんサークル等を行っています。 

左記に加えて、親子クッキングや

親子体操のとりくみもあります。 

子育ての相談を受けたり、保護

者間の交流の場となっていま

す。 
○ 

29

 

教室向け給食だより「もぐも

ぐ」、栄養メモ 
学校給食室    

● 

    

毎月、教室掲示用に低学年、高学年別に

給食だより「もぐもぐ」、献立カレンダ

ー、栄養・食品に関する一口メモを発行

しています。 

給食だより「もぐもぐ」、献立カ

レンダーは月 1 回各クラス１枚ず

つ配布、1 口メモは毎月４～５種

類配布 

献立を通して、栄養に関する知

識や食育情報の提供の場とし

て実施しています。 
○ 

30

 

お弁当づくりの冊子 学校給食室    

● 

    お弁当づくりの冊子を６年生児童に配布

しています。 
6 年生児童数約 4,000 部配布 

児童が中学入学後、自分でお弁

当を作ることができるように、

食育推進計画を反映した内容

で実施しています。 

○ 

31

 

子育てサロン 
豊中市社会福祉協議

会 

  

● ● 

    

（市補助事業） 

親の出会いの場・学習・交流の場づくり

として、校区福祉委員会と民生・児童委

員が連携して実施。食育に関する相談も

行っています。 

651 回／19,918 人 継続実施 ○ 

32

 

ふれあいサロン 
豊中市社会福祉協議

会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（市補助事業） 

なかまづくり・健康増進、いきがいづく

りの場として開催校区福祉委員会民生・

児童委員が連携して実施。食育に関する

相談も行っています。 

1,369 回／21,462 人 継続実施 ○ 

33

 

地域子育て支援事業 
豊中市社会福祉協議

会 

  

● 

     

（市補助事業） 

①わいわい子育てミーティングを開催し

ています。 

②子育てサークルマップを作成していま

す。 

③校区福祉委員会での子育て支援活動

（小地域福祉ネットワーク活動） 

を進めています。 

①1 回 18 人 

②6,000 部 

③38 校区（651 回／19,918 人） 

継続実施 ○ 
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健康教室 地域保健課  

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくり推進員がその居住する小学校

区において、豊中市（地域保健課）と協

力して実施する健康教室で、食育や口の

健康に関するテーマも取り上げていま

す。校区福祉委員会・公民分館・老人会

等と共催したり、講師を市や保健所の専

門職員以外に地域住民にお願いしたり、

小学校や地区会館で行ったりと、地域に

密着して行っています。 

校区健康教室 48 回開催 

参加者 1,331 名 

うち、食育に関するテーマ 9 回開

催 

参加数 226 人 

健康に関する情報を地域で展

開する役割を担う団体として、

各校区での健康教育の企画・開

催は役割を果たしていると考

えます。 

○ 

ｂ

 

食
に
関
す
る
知
識
の
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1 子育て・教育相談 

人権政策室 

豊中人権まちづくり

センター 

  

● ● 

    

子ども、保護者からの子育てや教育等に

関する相談全般を行っています。また、

地域の関係機関等と連携して支援を行っ

ています。 

食事を含めた生活習慣の大切な部

分も伝えながら、相談支援を行い

ました。 

 

相談回数 330 回 

相談者数 330 人 

深刻なケースほど、生活習慣

面、食生活が乱れてくるため、

見直せるような助言等が行え

る機会は貴重と考えています。 

○ 

2 福祉なんでも相談窓口 地域福祉室  

● ● ● ● ● ● ● 

（社会福祉協議会に委託） 

校区の福祉委員会と民生・児童委員が連

携して「福祉なんでも相談」を実施して

います。 

相談件数 435 件 36 か所 週 1 回程度開催 ○ 

3 母子健康手帳交付時の指導 保健予防課  

● 

      

母子健康手帳交付時において、食に関す

る知識の普及や相談に応じています。平

成 22 年度からは 3 拠点の保健センター

での発行になり、全ての妊婦に専門職で

発行しています。 

母子健康手帳交付数 3,788 件 

全ての妊婦に専門職で発行し、

妊娠中の食事やお口の中のこ

となどについて伝えています。

支援の必要な人を早期に発見

し支援開始の機会となってい

ます。 

○ 

4 
妊産婦・乳幼児等電話面接相

談 
保健予防課  

● ● 

     

①妊産婦・乳幼児の保護者等の電話等に

よる相談に対して、保健師、栄養士、歯

科衛生士、助産師等が相談に応じていま

す。 （平成 22 年 6 月から「妊娠出産子

育て総合相談窓口」を開設し、関係機関

との連携もはかります） 

②健診後に育児状況など確認が必要と思

われる対象者に対し保健師等から電話に

よる保健指導を行っています。 

随時実施 延べ 10,364 件 

社会問題化している育児不安

や虐待予防の取り組みのひと

つとして必要性が高いと評価

しています。 

○ 
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5 育児相談 保健予防課   

● 

     

①各健診や電話相談などで相談を希望し

たり、必要と思われる対象者に案内し、

３会場で１～２回／月ずつ実施。 保健

師・栄養士・保育士が相談に応じます。 

②地域の校区福祉委員会や保育所などと

連携した地区育児相談を実施していま

す。 

①育児相談 

 開催回数 46 回 参加者数 延

べ 421 人 

②地区育児相談 

 開催回数 127 回 参加者数 延

べ 761 人 

子育て環境の変化に伴う育児

不安や孤立化する親子の増加

が考えられる中で、育児に関係

する相談の場が必要とされて

います。 

○ 

6 妊産婦・乳幼児等訪問指導 保健予防課  

● ● 

     

必要と認められた人に対し保健師または

助産師・栄養士等が家庭訪問を行い、個々

の状態に応じた保健指導や必要な援助を

行っています。 

訪問件数 延べ 4,732 人 

訪問指導は、乳幼児及びその保

護者のみならず家族全体の援

助も可能となり、家庭の状況に

あわせた家族全体の健康に寄

与することができます。 

○ 

7 
4 か月児・1 歳 6 か月児・3

歳 6 か月児健診時の保健指導 
保健予防課   

● 

     

①4 か月児健診では、第 1 子に対して離

乳食などについて集団指導を実施してい

ます。また、栄養士や保健師などによる

個別の相談や保健指導も行っています。 

②1 歳 6 か月児健診及び 3 歳 6 か月児健

診では、栄養士や保健師などが相談や保

健指導を行っています。 

①4 か月児健康診査 

 開催回数 48 回 受診者数 

3,532 人 

②1 歳 6 か月児健康診査 

 開催回数 48 回 受診者数 

3,522 人 

③3 歳 6 か月児健康診査 

 開催回数 30 回 受診者数 

3,374 人 

健診では疾患や障害の早期発

見、育児支援の必要な人を支援

につないでいます。また情報提

供を行う場であり、食育推進の

ために活用できる場と考えま

す。 

○ 

8 健康相談 地域保健課      

● ● ● 

生活習慣病予防・介護予防・歯・栄養・

心など健康に関する相談に電話や面接で

応じています。 

①面接相談（糖尿病、病態別食生活、歯

科、リハビリ相談など） ②電話相談 

1,176 回 2,661 人  
食に対する相談に対しては、各

専門職で対応しています。 
○ 

9 
骨粗しょう症検査時の保健指

導 
地域保健課     

● ● ● ● 
18 歳以上の女性を対象に、骨密度測定

（集団検診）を行っています。 

○超音波によるかかとの測定 

骨密度測定 1, 032 人  
受診率に大きな変化はありま

せんでした。 
○ 

10

 

訪問指導 地域保健課      

● ● ● 

保健師・作業療法士・歯科衛生士が家庭

を訪問し、介護や療養方法、健康管理に

必要な事項を指導しています。 

訪問 実 52 人 延 293 件 

専門職による訪問指導で対象

に合った指導ができました。食

に関する問題は常に付随して

います。 

○ 
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11

 

特定健診 地域保健課      

● ● ● 

平成 20 年度より医療保険者に、被保険者

及び被扶養者（いずれも 40 歳～74 歳）

を対象とする健診・保健指導の実施が義

務付けされました。豊中市国民健康保険

加入者を対象に実施しています。 

特定健診 20, 722 人 

（受診率 27.9％）  

健診の受診によりメタボリッ

クシンドロームの発見などを

図ってきました。未受診者への

再勧奨に努めていますが、受診

率は低迷しています。 

○ 

12

 

特定保健指導 地域保健課      

● ● ● 

特定健診を受診した結果、メタボリック

シンドロームやその予備群と判定した人

に対して、生活習慣を振り返り、その改

善につなげるための特定保健指導を実施

しています。 

動機づけ支援 418 人、積極的支援 

64 人、計 482 人（受診率 24.9％） 

メタボリックシンドロームの

解消や予防のための指導を行

いました。より多くの対象者に

参加してもらえるように、H25

年度から内臓脂肪測定会を開

催しています。 

○ 

13

 

骨密度測定時の保健指導 保険給付課     

● ● ● ● 

健康展参加市民を対象に、市民が自己の

健康管理をするための支援として骨密度

測定及び保健師による指導を実施してい

ます。 

開催回数 1 回 参加者数 232

人 

市民が自己の健康管理をする

為の支援が出来ています。 
○ 

14

 

人間ﾄﾞｯｸ受診時の保健指導 保険給付課      

● ● ● 

人間ﾄﾞｯｸ受診対象者（20 年度より 30 歳

以上 74 歳以下）に対し、医療機関が個別

指導を実施しています。 

人間ドック 1,620 人 脳ドック

181 人                  

セット（人間ドック＋脳ドック）

1,324 人 

医療機関が個別指導をするこ

とによって疾病の予防、健康管

理をするための支援ができて

います。 

○ 

15

 

放課後こどもクラブでの指導 保育幼稚園室    

● 

    

放課後、帰宅しても保護者が仕事などで

家庭に不在の本市に居住する、または本

市の市立小学校の 1 年生から 4 年生（支

援学級在籍の児童及び本市に居住する支

援学校在籍の児童は 6 年生）までの児童

の健全育成をはかっています。 

放課後こどもクラブの全日開設日

の弁当時に、食事マナーや食べ物

を大切にし残さず食べること、感

謝していただくことなどの指導を

行いました。また、身体作りにつ

ながっていることに気づくよう指

導しました。 

「いただきます。」「ごちそう

さまでした。」のあいさつをす

る中で、お弁当を作ってくれる

人への感謝の気持ちが見受け

られ、また、食べ物と体づくり

がつながっていることを感じ

ながら、友達と楽しく食べるこ

とができました。 

○ 

16

 

育児支援家庭訪問事業 保育幼稚園室   

● 

     
児童の養育支援が必要でありながら、自

ら支援を求めて行くことが困難な状況に

ある家庭に対して、家庭に訪問し育児に

関する相談や助言等の支援を行っていま

す。 

育児支援家庭訪問回数 85 回 

個々への相談・助言を行い、必

要な家庭への支援のきっかけ

作りを行い、関係機関との連携

に結び付けました。 

○ 

17

 

子育て支援センターの相談事

業 
保育幼稚園室   

● 

     

育児、食育、健康などについての相談指

導（電話、面接、訪問、出前相談）を子

育て支援センター・地域支援保育士が行

っています。 

ほっぺ相談件数 2,239 件 

地域子育て支援センター相談件数 

15,087 件 

こんにちは赤ちゃん訪問で相

談窓口等の子育て情報を伝え、

子育ての悩みに助言を行い、不

安の軽減につなげました。 

○ 
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18

 

こんにちは赤ちゃん事業 保育幼稚園室   

● 

     

生後 4 ヶ月までの乳児のいる全ての家庭

を訪問し、授乳状況など親子の心身の状況

の把握、および助言を行います。また、子

育てに関する情報提供を行います。 

訪問対象者数  3,587 人 

対象者へ情報提供を行った後

に、近くの支援センターやサ

ロンに出向く、低年齢の親子

(0 歳児)の利用が増えてきて

いる傾向が見られます。 

○ 

19

 

個人栄養食事指導事業 
市立豊中病院栄養管

理部 

 

● ● ● ● ● ● ● 

医師の指示による、疾病別の個人栄養食事

指導を行っています。 
指導人数 1,613 名 

医師の指示のもと、個人に即

した栄養相談を継続していき

ます。 
○ 

20

 

ふれあい看護での相談事業等 市立豊中病院看護部  

● ● ● ● ● ● ● 

①看護の日イベントを行っています。 

②栄養管理部では各種生活習慣病の食事

による予防及び治療についてのパネル展

示、骨密度測定･血糖測定･体脂肪測定後の

異常値が出た方への無料栄養相談などを

行っています。 

開催回数 １回。相談人数 ２０人 

今年度のテーマは「認知症」。 

また例年通り、【骨粗鬆症】、

【カルシウムチェック】、【コ

レステロール】について、パ

ネル展示を行い、希望者へ栄

養相談を行いました。一般の

市民さんへ年度ごとのテーマ

にあわせた食事の啓発活動が

できました。 

○ 

21

 

地域に開かれた幼稚園づくり

事業での相談等 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

私立幼稚園における「子育て支援事業」

（育児・教育相談など）を実施していま

す。 

キンダ―カウンセリングの実施。       

未就園児対象園庭開放時の相談。 

保護者間の交流もみられまし

た。 
○ 

22

 

育児相談・就学前相談 

保育幼稚園室   

● 

     

公立幼稚園を会場に、地域の子育て中の

保護者を対象にした専門家による相談事

業を実施しています。 

随時実施 

専門家による相談を実施 

幼稚園においては、食育につ

いての相談よりも心身の発達

やしつけ・進学に向けての相

談が多くなってきています。

また地域の子ども達にも伝え

ています。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

公立幼稚園を会場に、地域の子育て中の

保護者を対象にした専門家による相談事

業を実施しています。 

キンダ―カウンセリング実施。     
心身の発達やしつけ、進学の

相談が増えています。 
○ 

23

 

ふれあい子育て相談 

各保育所・あゆみ学

園 

  

● 

     子育てに関する電話相談と来所（園）に

よる相談を行っています。 

随時対応 

育児相談や未就園児来園日に電話

よる相談実施相談 

発達・育児相談を園内のみならず

地域にも広報し受付けました。 

各々の状況に合わせたアドバ

イスにより育児不安が軽減さ

れています。 
◎ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟園 

  
● 

     子育てに関する電話相談と来所（園）に

よる相談を行っています。 
随時。 

各々の状況にあわせたアドバ

イスにより育児不安が軽減さ

れています。 
○ 
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24

 

電話・面接健康相談 
一般財団法人豊中市

医療保健センター 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（団体自主事業） 

電話もしくは面接で、健康に関する相談に

対応しています。相談の対応は、医師会・

歯科医師会及び薬剤師会の会員が行い、食

育や口の健康に関する内容も相談できま

す。 

市民健康展会場での相談では、栄養相談の

窓口も設けています。 

8 科目健康相談 

 実施回数５回 相談件数 74 件 

14 科目健康相談（市民健康展で実

施） 

 相談件数 140 件 

幅広い年齢層、相談内容に対

応し、利用者からも概ね良い

評価を得ています。 
◎ 

ｃ

 

危
機
管
理
に
対
す
る
情
報
提
供
と
啓
発 

1 
食中毒予防街頭キャンペー

ン 
衛生管理課     

● ● ● ● 

食品等事業者や消費者団体と協力し、食中

毒多発シーズンを前に街頭キャンペーン

を実施し、広く市民に食中毒への注意喚起

を行っています。 

H26.7.1 阪急蛍池駅および大阪

モノレール蛍池駅周辺にて実施し

ました。 

参加者 500 名 

街頭キャンペーンは、食に興

味のない方にも情報提供でき

る機会となっています。 
○ 

2 
小学1 年生向けリーフレット

の配付 
衛生管理課    

● 

    

食中毒予防の 3 原則の周知と、食肉の生食

を避け、十分加熱して食べるよう啓発を行

っています。 

H26.6.19 市内公立、私立小学校

の１年生へ配布し、食中毒予防の

啓発を実施しました。 

作成数 4,500 枚 

毎年度、大阪府と連携し、豊

中市内の小学校１年生を対象

に、共通のリーフレットを用

いて食中毒予防の知識普及に

努めています。 

○ 

3 
食育推進のための安全安心ハ

ンドブックⅡの活用 

保健企画課 

衛生管理課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

食中毒を予防し、安全で安心な食育活動を

継続的に行っていただくために作成しま

した。地域のお祭りや、イベントなどで模

擬店を出店するとき、調理実習をするとき

等に活用できます。 

庁内関係各課を中心に、市民の方

にも配布しました。 

食中毒予防及び継続的な食育

活動に向けて、今後も必要に

応じて配布します。 
○ 

4 
インデックス付コンパクトサ

イズの 『防災ガイド』の作成 

保健企画課 

危機管理室 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

自宅だけではなく、近所・遠方にいるとき

でも一定の災害対応が実施できるよう、

「自助」をベースに災害対応をまとめた持

ち歩き可能な啓発印刷物を作成しました。  

災害への備えなどをまとめた「準備編」、

災害発生時の対応をまとめた「災害対応

編」を掲載しています。 

12,000 部作成 

防災関係の研修会やイベント、食

育推進関係の講習会などで配布し

ました。 

今後も内容を見直し、増刷す

る予定です。 ◎ 

5 法人説明会 福祉指導監査室 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

保健所衛生管理課に講師を依頼し、施設に

おける食中毒予防について講演を行って

います。 

参加者数６７人 

施設での食中毒予防の知識普

及は重要なことだと考えてい

ます。 
○ 
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1 食の育みフォーラム 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

食育推進計画の周知のため、市民に身

近なテーマでフォーラムを開催してい

ます。 

テーマ「子どもたちの育ちを支える

食育とは～家庭でも保育施設でも

楽しい食育～」 

平成 26 年 8 月 29 日（金）開催 

参加者 100 人 

①講演「子どもの育ちと共食」（豊

中市保健所 松岡所長） 

②講演「生きる力を育てる食育」（こ

どもの城児童館運営部 太田氏） 

食育は楽しく食べることや会

話を楽しむことなど簡単なこ

とから気軽に取り組むめばよ

いということをお話ししてい

ただきました。 

食育は日常の中にあるという

ことを今後も発信していきま

す。 

○ 

2 
食育プラスワンシートの作

成・配布 
保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

第 2 期食育推進計画を市民の方に実践

していただけるよう、「ほんの少しの

取り組みから始めましょう」という思

いを込めてプラスワンシートを作成・

配布しています。 

【新規作成プラスワンシート】 

○血糖値・血圧・コレステロールが

気になる人のためのプラスワンシ

ート（協力：市薬剤師会）市内薬局

を通じて配布。 

○80 歳で 20 本の歯をたもつため

のプラスワンシート（協力：地域保

健課） 

○旬を味わうためのプラスワンシ

ート…公立保育園の給食だよりの

裏に印刷。  

○ココロもカラダも元気になるた

めのプラスワンシート（協力：農業

委員会事務局）農業祭のチラシの裏 

既存シートと合わせて合計25,120

枚活用 

シートの内容について他の部

局と検討したり、食育や健康づ

くりに関するシートをチラシ

の裏に印刷させていただくこ

とで、 

複数の部署や関連団体と協働

して食育事業を実施する環境

の整備につながっているほか、

関心の薄かった層にも食育と

いう単語を知っていただく機

会になっていると感じていま

す。 

食育を実践していただくため

のツールとして、今後も広く活

用していきます。 

◎ 

3 
食育プラスワンシートの活

用 

(一社)豊中市薬剤師

会 ＊ 

   

● ● ● ● 

①血糖値が気になる人のためのプラス

ワンシート 

②血圧が気になる人のためのプラスワ

ンシート 

③コレステロールが気になる人のため

のプラスワンシート 

④健康増進のためのプラスワンシート 

①～④を市内薬局（薬剤師会会員店舗）

を通じて配布しています。 

①～④各320枚を、市内16薬局（薬

剤師会会員店舗）を通じて配布しま

した。 

市民とのコミュニケーション

ツールとしても活用できまし

た。来年度は配布枚数を増やし

て活用したいと考えています。 

◎ 
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4 
「食育月間」「食育の日」の

啓発 

保健企画課、 

保健予防課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

毎年 6 月を食育月間、毎月 19 日を食

育の日として啓発を行っています。 

食育に関する講座の中で食育月

間・食育の日の周知を行いました。 

引き続き、市民が食育に関心を

持ち取り組みやすくするため

の取り組みをすすめます。 
○ 

5 
食育コラボ～みんなで 

は・は・は 
読書振興課・図書館   

● 

 

● ● ● ● 

乳幼児向けに歯科衛生士によるお話と

図書館職員によるおはなし会を行いま

す。成人向けには口腔機能の講座と関

連本の紹介を行います。関連本や絵本

の貸出も行い、お口の健康に関する個

別相談の時間も設けます。 

26 年度は乳幼児向けを７館、成人

向けを２館で開催しました。成人向

けのチラシにプラスワンシートを

使用しました。乳幼児向けも含めチ

ラシは実施館周辺の歯科医院にも

設置をお願いしました。 

チラシ・ポスター・図書館ホー

ムページ・広報などでＰＲしま

したが、参加者数は少なかった

です。参加された方のアンケー

トの満足度は高かったので、今

年度も実施したいです。 

○ 

6 体育の日の事業 スポーツ振興課   

● ● ● ● ● ● 

体育の日の事業による健康啓発等の実

施をしています。 

台風のため体育の日事業が中止と

なったため、実施できませんでし

た。 

－ ◎ 

7 小学生メニューコンテスト 
教育推進室、 

保健企画課 

   

● 

    

保健所と教育推進室の共催で、小学

5・6 年生からメニューを募集してコ

ンテストを行い、入賞・入選作品メニ

ューを市の小学校給食献立や食育推進

事業に活用しています。 

夏休みに実施。3,310 人から「栄養

バランスがよい」「おいしい」「作

りやすい」などの工夫がされたメニ

ューの応募がありました。(入賞 6

人、入選 6 人) 

夏休みに実施するため、多くの

応募があります。 

また、入賞作品の学校給食採

用、給食だより等での紹介によ

り、学校関係者・保護者に認知

されるようになってきており、

学校、家庭における食育の推進

が可能と考えています。 

◎ 

8 
学校における「食に関する指

導の全体計画」の策定 
教育推進室    

● 

    

①各校の定める「食に関する指導の全

体計画」に基づき指導します。 

②「食に関する指導の手引き」を活用

した指導、教科・領域などにおける食

に関する指導、給食時間における食に

関する指導などを進めています。 

①各校の定める食に関する指導の

全体計画に基づき指導しました。 

②「食に関する指導の手引き」を活

用した指導、教科・領域などにおけ

る食に関する指導などを進めてき

ました。 

各校において、食に関する指導

の全体計画を中核とした食育

の推進は重要であると考え、全

体計画の見直し・改善にむけた

指導を今後も進めていきます。 

○ 
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9 食育目標の作成 保育幼稚園室   

● 

     

「豊中市食育推進計画」「改定保育所

保育指針」を踏まえた豊中市立保育所

の食育目標を作成。 

豊中市保育所の食育目標を基に、各

保育所・園の実際に即した目標を作

成。 

食育目標を作成することで見

通しをもって活動することが

できました。 
◎ 

10

 

キッズフェスタ 

保育幼稚園室   

● 

     

親子の触れ合いや遊びの場の提供、幼

児教育情報の発信の中で「食」に関す

る情報の提供をします。（年一回）           

公私立幼稚園が主体になり、支援セ

ンターほっぺも一緒に協働で取り

組みました。 

幼児教育に関しての事業は市

民に定着し、食育に特化した発

信は、それぞれの園の情報提供

の中に含めています。 

△ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

親子の触れ合いや遊びの場の提供、幼

児教育情報の発信の中で「食」に関す

る情報の提供をします。            

遊びの広場。（ハンバーガーショッ

プ） 

親子の触れ合いの場として活

用していただけました。 △ 

11

 

子育て総合支援事業「子育

ち・子育て支援講座」 

保育幼稚園室、市立幼

稚園 

  

● 

     

食育についての講習会や専門講師によ

る講演や親子ふれあい遊びなどを実施

しています。 

食育についての講座を保護者対象

に年間 5 回実施。 

各園、食育をテーマにした講座

を取り入れ実施したことが、保

護者と共に子どもの健康につ

いて考える機会をなっていま

す。 

○ 

12

 

在園児及び未就園児の保護

者向け講演会 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園、 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園 

  

● 

     

○幼児期の食についての講座を開催し

ています。 

○給食の試食を行い、その中で、栄養

士・教諭が給食の意義・給食で行う指

導について説明しています。 

年１回給食試食会。栄養士による説

明があり意見交換しています。 

給食の内容について理解が得

られました。 ○ 

13

 

バザー 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     産地直送の野菜コーナーを設けていま

す。 

中央卸売市場中央青果の協力を得

た園あり。 
好評。 ○ 

14

 

「食育年間計画」の策定中 

市立幼稚園、豊中市私

立幼稚園連合会加盟

幼稚園 

  

● 

     幼稚園教育で「食育の年間指導計画」

に基づき指導します。 
園の実際に即した計画を策定。 毎年見直し。 ◎ 

15

 

市民健康づくりフォーラム 地域保健課  

● ● ● ● ● ● ● 

健康づくり推進員及び一般市民を対象

に健康に関する情報を伝える講演会を

開催しています。 

フォーラム会場にて、健診啓発と健

診の受付、健康に関するパネル展示

を行いました。 

フォーラム参加者 123 人 

フォーラム参加者に対して、健

診の啓発を行うとともに、会場

での健診受付を行うことは効

果的でした。 

○ 
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１ 離乳食講習会 保健予防課   

● 

     

離乳食に関する知識・情報の提供 

○会場 千里保健センター、中部保健セ

ンター、庄内保健センター  

○回数 前期（ごっくんクラス）・後期

（かみかみクラス） 年 24 回ずつ実施。 

ごっくんクラス 実施回数 24 回 

参加者数 829 人 

かみかみクラス 実施回数 24 回 

参加者数 647 人 

離乳食に関する知識や情報を

提供するとともに、保健センタ

ーが食に関する相談窓口であ

ることを PR することができ

ました。 

○ 

２ 幼児食講座 保健予防課   

● 

     

幼児食に関する知識・情報の提供 

○会場 千里保健センター、中部保健セ

ンター、庄内保健センター 

実施回数 22 回  

参加者数  108 人 

幼年期だけでなく生涯を通じ

た食生活について啓発する場

として、実施することができま

した。 

○ 

３ 
「親と子の遊びのひろば」パ

ンダグループ 
保育幼稚園室   

● 

     

①2,3 歳の子どもとその保護者を対象

に、人権を尊重した保育を基本に遊び提

供・情報提供を行っています。その中で、

保護者同士が子育ての楽しさを実感し、

悩みを出し合う場をもち、保育所ととも

に地域の中でつながっていける子育て支

援をしています。 

②パンダグループの中で、大勢の子ども

とともに保育所の給食経験を行うことで

食事の楽しさを味わっています。 

各地域子育て支援センターで年3回

クール程度実施 

家で食べていないメニューや、

友だちと一緒に食べることで、

少しずつ子どもの意欲が見ら

れ、参加している保護者同士も

意見交換を行い、お互いに食に

関しての不安解消や関心を高

めていました。 

○ 

４ 
子育てに関する講座等の開

催 
保育幼稚園室   

● 
     

子育て支援センターでは親子・同年齢の

子どもと一緒におやつを作り、作る楽し

さを実感し、家庭でも親子のふれあう機

会として知らせる「おやつ講座」を行っ

ています。また、「センター講座」では

子どもの育ちや健康・食育・かかわり方

について等の話を提供することで、保護

者にとっての育児不安の軽減や子育てに

関する情報を得る機会としています。 

ほっぺのおやつ講座  年 2 回 

日頃食べないメニューなどを

手作りで親子でふれ合いなが

ら作ることが、食への関心を広

げ実際食べておいしかった経

験をもとに家庭で再度作った

との報告もいただきました。 

○ 

５ ほのぼのママ教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

 

● 

      

ほのぼのママ教室の３回シリーズの内１

回で「食事バランスガイド」による妊娠

中の食品摂取の目安及び､鉄分・カルシウ

ムの不足予防などの理解を深めていま

す。 

開催回数 11 回。参加人数７６名 
今後も講義で、随時最新情報の

提供を行っていきます。 ○ 
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６ 給食・弁当時の指導 

各保育所・園、幼稚

園、小学校、あゆみ

学園・しいの実学園 

  

● 

     

①食前食後の食事への感謝を指導してい

ます。 

②食べ物を大事にし、残さず食べること

を指導しています。 

③食事マナーを指導しています。 

④嫌いなものでも一口食べるなど、偏食

改善を指導しています。 

⑤献立に使われた食材について話題にし

ています。 

毎日実施 

バランスのとれた食生活やたのしく

食事ができるように工夫していま

す。 

食事前の手洗い、うがい実施・歯磨

きなどの衛生指導をしています。 

配膳の準備等の手伝いを実施 

左記に加え、箸の使い方についても

指導しています。 

食べ物と身体づくりがつなが

っていることや自分の食べる

量を理解することができまし

た。 

仲間と共に楽しく食べ、残さず

きれいに食べた時の心地よさ

を感じることができ、食べ物に

興味を持ち、折にふれ季節の食

べ物について話をするなど食

を話題にする姿がみられまし

た。 

偏食が減り食事のマナーが身

についています。 

管理栄養士と相談しながらア

レルギー対応を含め地道に行

っています。 

仲間と一緒に食する環境は子

どもの食への興味を増し、又意

欲的に食べるようになりまし

た。 

給食とお弁当の併用により、親

子のコミュニケーションがと

れ、食育の柱となっています。 

◎ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

①食前食後の食事への感謝を指導してい

ます。 

②食べ物を大事にし、残さず食べること

を指導しています。 

③食事マナーを指導しています。 

④嫌いなものでも一口食べるなど、偏食

改善を指導しています。 

⑤献立に使われた食材について話題にし

ています。 

同左。 

食べ物と身体づくりがつなが

っていることを認識し、仲間と

ともに楽しく食べ、残さずきれ

いに食べた時のよろこびを感

じることができました。 

◎ 
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７ 給食 

各保育所・園、小学

校、あゆみ学園・し

いの実学園 

  

● ● 

    

①こどもが、おいしく、安全に、楽しく

食事をすることで、心身両面の発育を促

して（保障して）います。 

②季節の行事食を提供しています。 

③給食の配膳を児童・生徒が自ら行うよ

うにしています。 

●お味見当番 

●自分でおにぎり 

●調理に関わる（野菜の皮むき・す

じ取り・ごますり・和え物を仕上げ

る・おやつ作り etc） 

●食材を見る・触る 

●厨房の見学等 

食材に触れたり、給食作りに関

わり調理の過程を知ることで

食材や調理をしてくれた人に

親しみが深まり給食に期待感

をもってより積極的に食べる

ようになりました。食べ物に興

味をもち「食」を話題にする姿

がみられました。 

◎ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 
     

①和食中心のメニューを多くしていま

す。 

②食材そのものの美味しさを知るようシ

ンプルな調理も取り入れています。 

③希望する園児が、16 時のおやつづくり

に参加しています。 

④日常の給食に保護者が参加できる機会

を設けています。 

⑤給食を委託する業者を検討するための

試食会に保護者も参加できるようにして

います。 

同左。 

栄養バランスのとれたメニュ

ーを提供できました。                

試食会は好評。 
◎ 

８ 集会時の指導 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

①朝食をゆっくり食べてから登園するよ

う指導しています。 

②嫌いなものでも一口食べるよう指導し

ています。 

朝の会や誕生日会など随時。 

嫌いなものでも一口でも食べ

られるようにしていくと食べ

る物が増えました。 
○ 

９ 
給食の試食と、給食に関する

講演会 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● ● 
 

● 
  保護者による給食の試食と、栄養士など

による講演会を開催しています。 
年１回実施。 

味・量などのアンケートを行い

結果を生かしていきます。 ○ 

10

 

保育、教育の中で、調理体験、

イベントなどの取り組み 

各保育所・園、幼稚

園、小学校、あゆみ

学園・しいの実学園 

  

● ● 

    ①栄養素について学んでいます。 

②調理実習を体験しています。 

給食づくりに関わったり菜園活動の

収穫物によるクッキングなど年間を

通じて随時実施。魚の解体見学後に

給食で食べる等。 

偏食の改善。食べ物の命を感じ

て大切にいただく気持ちが育

まれました。共に経験・共感し

仲間関係が深まり自信につな

がりました。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 
     季節の果物や野菜について学んでいます

（講師：生産地の農協関係者）。 

毎年自園の畑で野菜の栽培。（初回

は植物園の方が講師になった園もあ

ります） 

野菜が嫌いな子どもが減りま

した。 ○ 
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11

 

「食」に関する子育て講座 保育所   

● 

     

保育所給食をもとに、幼児食や手作りお

やつ、食事の話などの講習を各所の技能

職員が行っています。 

地域の子育て家庭を対象に各所で 1

～2 回開催。１回 20～30 組が参加。 

未就園児の子どもとクッキングをし

ています。野菜を使ったおやつや昼

食づくりを実施しました。 

手作りおやつ、食の話などをし

ていきます。 

保育所給食の実際を基に行う

ので理解されやすいと考えま

す。 

○ 

12

 

赤ちゃんサークル「ぴよぴ

よ」での離乳食講座 
保育所   

● 

     保育所給食をもとに、各所の技能職員が

離乳食の講習を行っています。 

地域の子育て家庭を対象に各所で 1

～2 回開催。１回 10～20 組が参加。 

保育所給食の実際を基に行う

ので理解されやすいと考えま

す。 
○ 

ｂ

 

少
年
・
青
年
期
に
お
け
る
食
の
自
立
に
向
け
た
支
援 

１ 
市立障害者通所施設等での

給食提供時の指導 
障害福祉課     

● ● ● 

 

栄養バランスのとれた食事づくりを心が

けると共に、保健センターからの歯科保

健指導を参考に、個々人の障害に応じた

食形態にも配慮しています。 

毎日実施 

利用者及び家族は毎日の給食

を通じて栄養バランスのとれ

た食事や、食べやすくする工夫

を実感することができると共

に食事摂取量が改善されまし

た。 

○ 

２ 

市立障害者通所施設等での

給食提供時における情報提

供 

障害福祉課     

● ● ● 

 

専門職員が個々の利用者の障害に応じた

食事介助工夫をすると共に、その内容を

家族に情報提供することで、摂取する食

材や食事を楽しむことができる場面の多

様化を促しています。 

毎日実施 

家庭と施設の連携で個々の利

用者の障害に応じたより良い

対応を実施し、食を通じた健康

づくり、楽しみづくりを実現し

ています。 

○ 

３ 
市立障害者通所施設等での

給食の提供 
障害福祉課     

● ● ● 

 

①おいしく、安全に、仲間と楽しく食事

をする場を提供しています。 

②季節の行事食を提供しています。 

毎日実施 

仲間と共に季節感のある食事

をとることで、心豊かな生活が

できていると考えられます。 
○ 

４ 
市立障害者通所施設等での

調理体験 
障害福祉課     

● ● ● 

 通所者が調理実習を体験しています。 
収穫体験での収穫物などによるクッ

キングを随時実施 

実際に調理に関わることで食

に関心を持つことができてき

ました。 
○ 



 

 

 

 

- 4
4

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅱ

 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実
現
し
よ
う 

ｂ

 

少
年
・
青
年
期
に
お
け
る
食
の
自
立
に
向
け
た
支
援 

５ 

子どもの居場所づくり 

文化クラブ「クッキング」 

わくわく講座（月例講座）「親

子クッキング」「お菓子づく

り」 

文化館チーム    

● 
 

● ● 

 

提案公募型委託事業として特定非営利活

動法人北摂こども文化協会に事業委託。

市内在住の児童生徒を対象に、専門講師

が季節の果物や野菜をもとに、手作りお

やつや食事の話などの講習及び調理など

さまざまな体験を積み重ね、食を営む基

礎を育てています。また、「親子クッキ

ング」では料理を通じて親子のコミュニ

ケーションを図ることを目的として実施

しています。 

「クッキング」実施回数 25 回 延

べ参加者数 164 人。 

「親子クッキング」実施回数 9 回 

延べ参加者数 120 人。 

「お菓子づくり」実施回数10回 延

べ参加者数 113 人。 

料理に関する企画については、

安定した市民ニーズがあり、多

くの児童生徒がこれらの講座

を介して「食」についての関心

を高めることができました。ま

た、親子クッキングでは、料理

を通じて親子のコミュニケー

ションを図る場を提供するこ

とができ、参加者が増えまし

た。 

○ 

６ 一年生給食開始事前指導 学校給食室    

● 

    

新１年生の給食開始前に児童の給食への

関心を高めるため、学校給食を担当する

栄養士・調理員が訪問を行っている学校

もあります。 

小学校 6 校で実施 
学校給食への理解を深めるた

め実施しています。 ○ 

７ 
給食の試食と、給食に関する

講演会 

学校給食室、 

各小学校ＰＴＡ 

   

● 

 

● 

  保護者による給食の試食と、栄養教諭な

どによる講演会を開催しています。 
小学校 39 校で実施 

食への関心を高めることと学

校給食への理解を深めること

を目的に、実施しています。 
○ 

８ 学校給食週間 学校給食室    

● 

    

「全国学校給食週間」と定められた 1 月

24 日～30 日に、各地の郷土料理や世界

の料理などを取り入れた特別の献立を出

すことにより、改めて食に感謝する気持

ちや食の大切さを考える取組みを行って

います。 

全小学校 41 校で実施 

学校給食の意義や役割につい

て児童生徒や教職員、保護者、

地域住民の理解と関心を深め

るため実施しています。 

○ 

９ 児童の社会見学の受け入れ 学校給食室    

● 

    

学校調理員、栄養士との交流を深め、給

食ができるまでを見学することで関心を

高めています。 

小学校 6 校を受入れ 

給食への理解と食への関心を

深めてもらうことを目的とし

て実施しています。 
○ 

10

 

学校給食センター職員によ

る学校訪問 
学校給食室    

● 
    

学校給食センター職員が市内の公立小学

校を訪問し、児童を対象に給食の話をし

たり一緒に給食を食べたりすることで、

交流を図っています。 

訪問小学校数・・・22 校（115 ク

ラス） 

実施回数・・・43 回  

給食を作っている職員の思い

を伝え、また子供の給食への思

いを聞くことで、給食の工夫・

改善につながると考えます。ま

た、食べ物への関心を高める機

会となっているほか、お互いの

交流を図る機会にもなってい

ます。 

○ 
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11

 

小・中学校における指導体制

の充実 
教育推進室    

● 

    

順次配置されている栄養教諭などを中心

に食育を推進するとともに、教職員を対

象にした食育に関する研修会を開催する

など食育の重要性に対する教職員の意識

を高め、理解を深めるよう取り組みます。 

栄養教諭などを中心に食育を促進す

るとともに、教育センターと連携し

栄養教諭・学校栄養職員対象の研修

会を実施する等、食育の重要性につ

いて教職員の意識を高め、理解を深

めるように取り組んできました。 

栄養教諭・学校栄養職員は、食

育の推進に大変重要な役割を

担っています。研修会の実施に

より、食育に関する市の現状や

今日的課題についての認識を

深めることができ、今後の指導

体制の充実に向けて効果的で

あったと考えます。 

○ 

12

 

（仮称）豊中市新学校給食セ

ンターの整備（原田・服部学

校給食センターの建替） 

学校給食室    

● 

    

安心、安全なおいしい給食を提供し、ま

た学校給食に関する情報を発信する機能

を備えた（仮称）新学校給食センターの

整備をめざす。 

学校給食センターの建設工事をすす

め、１月に竣工し、以降開業準備を

行った。 

名称は「走井学校給食センター」と

した。 

現在の学校給食衛生管理基準

に適応するとともに、食育やア

レルギー対応など最新の給食

センターとして整備をすすめ

ました。 

○ 

ｃ

 

健
康
状
態
に
あ
っ
た
食
育
の
推
進 

１ 
グループホームからの栄養

相談 
障害福祉課     

● ● ● ● 

障害者が共同生活を行う住居での食生活

に関する相談にのっています。 
０件 

個々の民間事業所では、スタッ

フに管理栄養士を加えること

は難しいので、市の専門職が支

援しています。 

○ 

２ 介護予防教室 高齢者支援課        

● 

二次予防対象者（要支援･要介護状態等と

なるおそれの高い、虚弱な状態にあると

認められる 65 歳以上の者）を対象に「運

動器の機能向上」「口腔機能向上」「認

知症予防・支援」等の介護予防教室を開

催しています。 

いきいき元気教室（介護予防教室）

で高齢期における低栄養改善の講

話・食に関するアドバイス等を実施

しています。 

運動教室：13 クール 179 人 

お口元気教室：6 クール 52 人 

脳力アップ塾：7 クール 89 人 

各教室にて、高齢者向けの低栄

養予防の講話を実施し、口腔機

能の維持を行ったり健やかな

高齢期を過ごせるように食に

関するアドバイスも実施し、総

合的な介護予防に取り組んで

います。 

○ 

３ アレルギー講演会 保健予防課   

● ● ● ● 
  

専門医師がぜん息・アトピー性皮膚炎な

どのアレルギー疾患について講話を行っ

ています。また必要に応じ保健指導を行

っています。 

開催回数 5 回 

参加者数 延べ 178 人 

ぜん息やアトピー性皮膚炎な

どアレルギーについての正し

い知識普及に寄与している事

業です。アレルギーは食生活と

も関係します。 

○ 

４ 
妊婦教室「フレンドリーコー

ス」 
保健予防課  

● 

      

3 拠点の保健センターにて１コース 2 回

実施。育児のイメージ作りや先輩ママと

の交流などを目的に保健師・助産師が従

事しています。 

25 年度で廃止 

26 年度は実施していません 
 完 
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５ 両親教室 保健予防課  

● 

      

初妊婦とそのパートナーを対象に、沐浴

実習、妊婦体験、各種サービスの紹介等

を行っています。隔月に 1 回。土曜日の

午前・午後に実施しています。（大阪府

助産師会に委託、男女共同参画推進セン

ターと共催で実施） 

開催回数 12 回 

参加者 553 組 延べ 1,101 人 

初産婦とそのパートナーを対

象に妊娠・育児の基礎知識を普

及する場になっています。 
○ 

６ 
妊婦教室「カンガルークラ

ス」 
保健予防課  

● 

      栄養士による、妊娠期からの食生活・栄

養についての講話。 
実施回数 11 回、参加者数 140 人 

妊娠期だけでなく生涯を通じ

た食生活について啓発する場

として、実施することができま

した。 

○ 

７ マタニティークッキング 保健予防課  

● 

      妊娠中の食事と離乳食についての簡単な

調理実習と試食。 
実施回数 6 回、参加者数 94 人 

妊娠中の食事だけでなく、離乳

食も作れる講座として好評で

した。 
○ 

８ メタボ撃退お料理教室 保健予防課      

● ● ● 

メタボリックシンドロームなど生活習慣

病予防に焦点をあてた調理実習。 
1 回 15 人 

簡単に作れるメニューで好評

でした。 ○ 

９ 
地区健康教室・介護教室（出

前健康教室） 
地域保健課      

● ● ● 

健康に関するご希望のテーマを保健師、

栄養士、作業療法士、歯科衛生士等が地

域の会場に出向き、講演します。 

健康教室 211 回 延 7,601 人 

生活習慣病などをテーマとし

た健康教育を行いました。食に

関する情報を発信する場とし

て、広く活用しています。 

○ 

10

 

「無理しないカラダづくり

講座」 
地域保健課      

● ● ● 

メタボリックシンドロームなど生活習慣

病予防に焦点をあてた栄養・運動につい

ての気軽で楽しい体験学習を実施してい

ます。（特定保健指導の場としても活用） 

4 回 延 62 人 

メタボリックシンドロームに

焦点を当てた講座で、運動体験

や管理栄養士による食事診断

など内容の変更を行いました。 

○ 

11

 

生活習慣改善講座（面接型） 地域保健課      

● ● ● 
血液検査などの検査データと、生活習慣

調査票から個人の課題を抽出し、各人に

あった目標を決め、実践できるよう支援

する講座を開催しています。支援期間は

3 か月以上です。 

面接 101 回 延 140 人 

血液検査 44 人    

個別の指導により、生活習慣病

の改善・予防を行いました。特

定保健指導の場にもなってい

ます。参加者自らが行動変容で

きるように支援しました。H25

年度から通信型を廃止し、新た

に評価のための血液検査を実

施しています。 

◎ 



 

 

 

 

- 4
7

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅱ

 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実
現
し
よ
う 

ｃ

 

健
康
状
態
に
あ
っ
た
食
育
の
推
進 

12

 

創造活動（適応指導教室）プ

ログラム「クッキング」 
文化館チーム    

● 
    

不登校児童生徒を対象に、専門講師が季

節の果物や野菜をもとに、手作りご飯や

食事の話などの講習及び野菜の栽培、自

家栽培による収穫物を使っての調理など

さまざまな体験を積み重ね、食を営む基

礎を育てています。 

庄内館は第１・３・５水曜 

千里館は第１・３金曜に実施 

不登校状態の児童生徒が文化

館に登館し、「クッキング」と

いうツールを介して人間関係

を繋いでいます。また、「食」

について考えることから自分

自身の生活を振り返る機会に

もなっています。 

○ 

13

 

寄り添い型学習・生活支援事

業 生活自立支援プログラ

ム「クッキング」 

文化館チーム    

● ● 
   

不登校状況や、ひきこもり状況にある中

３～高校年齢相当の若者を対象に、専門

講師が手作りご飯や食事の話などの講習

及び野菜の栽培、自家栽培による収穫物

を使っての調理など、食を営む基礎を育

てています。 

庄内館にて土曜日に年間 16 回（月

１～2 回）実施 

学習支援と並行して、生活支援

の重要なプログラムです。高等

学校に進学した前年度の利用

者に参加を呼びかけ、「食」を

とおした「ミニ同窓会」の役割

を果たしています。 

○ 

14

 

公民分館活動への支援 

中央公民館、 

蛍池公民館、 

庄内公民館、 

千里公民館 

 

● ● ● ● ● ● ● 

公民分館による春秋講座運営に際して、

情報提供や指導助言を行っています。 

【東泉丘公民分館】そば打ち（1 回

実施、参加者 11 人） 

分館講座の支援を通じて、市民

が主体的に地域や食との関わ

りを学ぶ機会を設けることが

できました。 

○ 

15

 

千里公民館 

健康づくり推進事業 
千里公民館     

● ● ● ● 

老化を防止する運動や、栄養バランスが

とれる食事について学ぶ講座を開催し、

地域住民の健康増進を図ります。 

H26 年度実施なし  △ 

16

 

糖尿病教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

   

● ● ● ● ● 

糖尿病教室の７回シリーズの内２回で

「糖尿病食事療法：基礎編」「糖尿病食

事療法：応用編」を開催しています。 

開催回数 ５０回。参加人数 ３４１

名 

今後も継続して最新情報を取

り入れた教室開催を行います。 ○ 

17

 

慢性腎臓病教室 
市立豊中病院栄養管

理部 

   

● ● ● ● ● 

慢性腎臓病教室の4回シリーズの内2回

で「慢性腎臓病の食事療法の実際：総論」

「慢性腎臓病の食事療法の実際：各論」

を開催しています。 

開催回数 ６回。参加人数４８名 

テキストと講義内容の更新を

行い、最新情報の提供とわかり

やすく実生活にむすびつく講

義を継続しています。 

○ 

18

 

心臓病教室 
市立豊中病院栄養管

理部 ＊ 
   

● ● ● ● 

心臓病教室の２回シリーズの内１回で

「心臓病の食事について」を開催してい

ます。 

開催回数１０回 参加人数５４人 

管理栄養士からは食事の講義

を、そして他職種からも療養に

必要な講義をうけていただく

ことができるので、２回で患者

さんの療養意識を高める機会

をつくることができました。 

○ 
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19

 

とよなか倶楽部（糖尿病患者

の会） 

市立豊中病院栄養管

理部 

   

● ● ● ● ● 

糖尿病患者の会の一活動として、糖尿病

食の講習及び調理実習を行い、糖尿病食

への理解を深めています。 

開催回数 1 回 参加人数２０人 

多職種で患者さんに調理講習

を行い、患者さん同士の交流も

深め、療養のモチベーション

UP の場となっています。今年

度は「１食で野菜が１日分とれ

るメニュー」が簡単でおいしく

患者さんに大好評でした。 

○ 

20

 

がんサポートプログラム 
市立豊中病院緩和ケ

ア委員会 

   

● ● ● ● ● 

がんサポートプログラム「がんについて 

学ぼう・語ろう 2013」～みんなで情報

交換～の第１回目を開催しました。 

「食事について、話しませんか？」のタ

イトルでがんと食事の関係について理解

を深めました。 

25 年度で終了  － 

21

 

とよなかがんサロン 
がん相談支援センタ

ー ＊ 
  

● ● ● ● ● 

がん患者さんとそのご家族を対象にミニ

レクチャー「がんを予防する食事・進行

を抑える食事とは」と談話会を開催しま

した。 

参加人数 15 名 

科学的根拠に基づくがん予防、

また治療期の話を行ったあと

に、患者さん同士の談話形式を

専門職種がサポートする形で

実施し、情報交換ができる向流

の場となったと思います。 

○ 

22

 

糖尿病透析予防管理指導 
市立豊中病院栄養管

理部 

    

● ● ● ● 

糖尿病腎症の患者さんに対し、透析導入

を予防するために医師・看護師と共にチ

ーム医療で患者さんの指導にあたってい

ます。 

指導人数２０名 

月１回、多職種連携で透析予防

のための重点的な指導行って

おり、患者さんが必要な治療を

１日で凝縮して受けることが

でき、療養意識を高める機会を

つくることができました。 

○ 

23

 

内臓脂肪測定会 地域保健課      

● ● ● 

内臓脂肪を実際に測定し保健師による結

果説明会を行うことでメタボリックシン

ドロームの予防・解消、生活習慣病の改

善につなげています。(特定保健指導対象

者のみ実施) 

23 回 延 446 人 

平成25年度からの新規事業と

して実施しています。内容の修

正を行い小グループ制に変更、

フードモデル26年度は日曜開

催(1 日)を行いました。 

○ 

24

 

難病患者療養生活支援 保健予防課  

● ● ● ● ● ● ● 

難病患者の在宅療養生活の質の向上のた

めに保健師や栄養士等が相談に応じてい

ます。 

訪問、面接、電話等で相談に応じて

います。相談件数 延 3,861 件 

指定難病医療受給者証の手続

きの機会を利用した相談等が

増えました。難病法の施行に伴

い、対象者数の増加が見込まれ

ており、よりよい相談支援体制

づくりに取り組みます。 

○ 



 

 

 

 

- 4
9

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅱ

 

生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
実
現
し
よ
う 

d

 

調
理
技
術
や
食
に
関
す
る
知
識
の
習
得 

１ 出前講座 広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

市民（団体）や学校等が主催する、食育

や生活習慣病の予防（食事編）に関する

講座に、講師（市職員）を派遣していま

す。申込制。 

年間講座実施数 169 件、参加者数

6,648 人 

うち食育関係テーマ 4 件、参加者数

224 人 

継続して市民の参加を呼びか

けます。 ○ 

２ 地域への食育推進 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

食育への理解が進むよう、食育情報の提

供や講師紹介、講師派遣を行っています。 

食育推進協議会や食育推進計画連絡

会議において積極的に意見交換を行

うことで、食育の取り組みに必要な

情報を確認し提供しました。 

関係各課や各団体などが食育

に取り組みやすい環境づくり

に役立つと考えています。 
○ 

３ 出前教室 
上下水道局経営企画

課 

   

● 

    

小学４年生及びその保護者を対象に、水

道水ができるまでの過程や、各家庭に水

道水が配られる仕組みなどを、簡単な実

験を行いながら説明します。 

食の原点となる「水」への関心を深め、

水道水が安全な飲み物であることを理解

してもらうことがねらいです。 

実施校数  40 校 

参加者数 児童・・・・3,427 人 

     保護者・・・100 人 

食の原点である「水」への関心

を持ち、水道水が安心安全であ

ることを、児童保護者に理解し

てもらうことができました。 

市内全校で実施できるよう今

後も取り組んでいきます。 

◎ 

４ 
中央公民館 

食育推進事業 
中央公民館   

● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間 4 回 

①親子でクッキング 野菜たっぷり

元気メニュー（参加者 29 人） 

②食育のみりょく大発見！！さかな

の解体ショーと親子で寿司づくり体

験 子どものおさかな会がロビー展

（参加者 29 人） 

③サバ博士と親子で行くざこばの朝

市（参加者 30 人） 

④豊中市、沖縄市兄弟都市提携 40

周年事業 

食育推進事業 

幸せな長寿の秘訣、沖縄料理につい

て学ぶ（参加者 14 人）  

昨年度に引き続き親子で参加

できる講座を開講し、子どもに

も保護者にも好評でした。さら

に沖縄市兄弟都市40周年記念

事業を行うことで、食育ととも

に沖縄市の理解も深めること

ができました。 

○ 
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５ 
蛍池公民館 

食育推進事業 
蛍池公民館   

● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間 4 回                     

①ワールドカップ開催国「ブラジル

を食べよう」 参加人数 19 人 

②子ども料理教室「カレー＆ナン」 

参加人数 18 人 

③ルーマニアを食べよう 参加人数

11 人 

④スコットランドを食べよう 参加

人数 14 人 

料理に関する企画については、

安定した申し込みがあり、講座

を開催することができました。 

「食」だけではなく、「異文化」

についての関心・理解を高める

ことができました。 

○ 

６ 
庄内公民館 

食育推進事業 
庄内公民館   

● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年間 5 回 

①親子すきすき野菜かんたんクッキ

ング（参加者 27 人） 

②自分でつくろう！かんたんおにぎ

り（参加者 38 人） 

③お弁当が楽しくなる おやこでキ

ャラ弁づくり（参加者 25 人） 

④親子で学ぶ日本の食文化 おせち

料理を作ってみよう（参加者 8 人） 

⑤早春 手打ち讃岐うどんに挑戦

（参加者 19 人） 

今年度はラウンドテーブル等

から見えてきた、地域の子ども

たちの食の現状を踏まえ、食に

対する意識や、食を通じた体作

りについて、親子で、または子

ども自身で考えてもらう機会

を提供する場としての企画に

重点を置き、参加者アンケート

からは一定の目標は達成でき

たと思われます。 

ほとんどが、申し込み時にはす

ぐに定員を超える人気講座で

はありますが、「おせち料理」

は手間や堅苦しさもあったの

か、進行の難しい課題の残る事

業となりました。 

楽しみながら食を通じて自身

の体を作ることが歳を重ねる

うえで重要になってくること

を、今後も市民に発信できる講

座を企画したいと考えます。 

◎ 

７ 
千里公民館 

食育推進事業 
千里公民館   

● ● ● ● ● ● 

食育の推進、生活習慣病予防･改善、介護

予防のための講座･講習会などを実施し

ます。 

年 1 回 

① 骨元気！！New 和食作り（参

加者 25 人） 

乳製品等カルシウムを多く含

んだ身近な食材を活用し、調理

方法を工夫する等、ちょっとし

たアイデアで美味しく減塩で

きることがわかり、受講者に大

変好評でした。 

○ 

８ 男の生活力養成講座 人権政策室       

● ● 

（指定管理者（一財）とよなか男女共同

参画推進財団による運営・管理） 

団塊の世代の男性を主な対象とする、自

己実現と食の自立を始めとした生活力の

養成をめざす講座を開催しています。 

検討はしましたが実施に至りません

でした。 

201４年度にリタイア後の男

性の地域活動を考える講座を

実施したので、生活力を養う講

座も検討します。 

○ 
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９ 男の料理教室 人権政策室   

● 

  

● ● ● 

（指定管理者（一財）とよなか男女共同

参画推進財団による運営・管理） 

父親と子どもの料理教室を開催していま

す。親子が一緒に料理をつくることで料

理の楽しみと健康への関心を深め、男性

の育児参加、家事参加を呼びかけます。 

検討はしましたが実施に至りません

でした。 

父親対象にイクメン、男性の家

事、育児参加をテーマに講座を

検討します。 
○ 

10

 

男性の料理教室 
豊中市社会福祉協議

会 

     

● ● ● 

（CSW 配置事業（市補助事業）の１つ

として実施） 

男性の食育や自立を目的に実施していま

す。 

2 回／参加者数 29 人 継続実施 ○ 

11

 

食育に関する講習会 老人クラブ連合会        

● 

（団体自主事業） 

講師を招いて講習会を開催し、食育に関

して学ぶ機会をつくっています。 

本年度は実施しませんでした。  ○ 

12

 

料理教室 老人クラブ連合会        

● 

（団体自主事業） 

高齢者対象の料理教室を老人会各地区で

実施しています。 

実施しました。 更に内容を充実したい。 ○ 

13

 

各種の食に関する講座 
豊中地域活動栄養士

会トゥデイ 

  

● ● ● ● ● ● 

様々な年代を対象にした食に関する講座

を通して、健康づくりの支援と食に関す

る情報提供を行い、食育を推進していま

す。 

くらしかんグループ活動、地域の会

食会、市民講座、小学生、中学生料

理教室等で食育を実施しました。 

幅広い年齢層への食育の推進

が出来ました。 △ 

14

 

料理教室 消費生活課      

● ● ● 

とよなか消費者協会に委託し、豊中商工

会議所・豊中市小売商業団体連合会事務

局の協力を得て、料理講習会を開催して

います。 

ひろば事業の一講座として、平成 27

年 3 月 13 日（金）「中華料理を作

ろう」で料理講習会を行いました。

（参加者 25 人） 

男性・若い世代の参加あり、食

育の啓発効果がありました。 ○ 

15

 

連合豊中地区メーデー  

リサイクルバザー 

連合豊中地区協議会    

豊中市職員組合 ＊ 

 

● 

     

連合豊中地区メーデー主催のイベントに

おいて、構成組織の豊中市職員組合が公

立保育所で提供しているおやつの実演・

提供を実施。併せて提供おやつを含めて

数種類のそのレシピを記載した印刷物の

配布。 

４月２６日実施。おやつは２００食

提供。印刷物は１５０部を配布。 

多くの子どもさんを連れた家

族参加があり、公立保育所で実

際に調理して提供している安

全なおやつとして好評。保護者

向けには、家庭で作れるようレ

シピを配るとともに作り方を

伝えています。 

○ 
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１ 特定給食講演会 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

大阪府域の特定給食施設お

よびそれに準ずる施設のス

タッフ（管理栄養士・栄養

士・調理師等の給食関係者）

や、大阪府栄養士会会員等

約 1000 名を対象に、年 2

回、府内の市町村等が合同

で講演会を実施していま

す。 

 

主催：大阪府・大阪市・堺

市・豊中市・高槻市・東大

阪市・大阪府立大学 21 世

紀化学研究機構「公衆栄養

実践研究センター」・大阪

府栄養士会 

 

会場：大阪府立大学学術情

報センターU ホール白鷺

（大ホール） 

◆特定給食講演会Ⅰ 

平成 26 年 11 月 28 日（金）開催。豊中市からは 35 施設 37 名が

参加しました。 

・事例発表 

「病院を飛び出した患者食～国循のかるしお事業について～」（国

立循環器病研究センター 村井栄養管理室長） 

・講演 

「日本人の食事摂取基準（2015 年版）総論・各論」（武庫川女子

大学 雨海教授） 

 

◆特定給食講演会Ⅱ 

平成 26 年 12 月 10 日（水）開催。豊中市からは 19 施設 24 人が

参加しました。 

・講演 

「日本人の食事摂取基準（2015 年版）総論・各論」（国立循環器

病研究センター 河野高血圧・腎臓科部長） 

・事例発表 

「積水化学工業大阪本社食堂における健康への取り組み」（中央フ

ードサービス㈱） 

「マリア高安保育園における年間を通しての食育活動」（(社福)

厚生博愛会マリア高安保育園） 

特定給食施設における給食

は、給食利用者の健康づく

りに大きく影響を及ぼすこ

とから、適正な給食の提供

と栄養管理が行えるよう給

食担当者の資質の向上等を

図ることは重要と考えま

す。 

○ 

２ 特定給食施設研修会 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

市内にある特定給食施設や

それに準ずる施設のスタッ

フ（施設管理者・管理栄養

士/栄養士・調理師等）を対

象に、年 2 回程度研修会を

実施しています。 

◆食中毒予防に関する講演 

 平成 26 年 5 月 1 日（木） 

①講演「食中毒予防」（市保健所衛生管理課 食品衛生ｸﾞﾙｰﾌﾟ 食品

衛生監視員） 

②手洗いチェック体験 

 76 施設 98 名の参加。 

 

◆日本人の食事摂取基準に関する講演 

 平成 27 年 2 月 24 日（火） 

①講演「日本人の食事摂取基準を読み解く」（大手前栄養学院 小

松先生） 

②講演「日本人の食事摂取基準を活用する」（ほうせんか病院 永

野管理栄養士） 

③情報交換会 

 38 施設 42 人の参加。 

食中毒予防に関する講演で

は「手洗いの重要性を再確

認できた」「勉強になった」

との声が多数寄せられ、安

心安全な給食の提供の徹底

に役立てていただけたので

はないかと思います。 

食事摂取基準に関する講演

では、実践的なお話をして

いただいたため、「すぐに

活用できそうな内容でよか

った」「とてもわかりやす

かった」との声が多数寄せ

られ、大変満足度の高い研

修会となったことが伺えま

す。 

今後も対象者のニーズに合

った研修会を開催していき

ます。 

◎ 
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３ 給食施設への食育推進支援 保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

食育に関する情報を提供するな

どして給食施設における食育推

進を支援しています。 

特定給食施設等に対するメール情報配信「給

食通信」などで食育に関する情報を提供しま

した。 

特定給食施設の喫食者に対する健康づくりの

取り組みに対する支援を行いました。 

特定多人数に対して継続的に

食事を提供する施設へ食育情

報を提供することで、効率的

な食育推進を行うことができ

ます。 

◎ 

４ 
健康づくり推進員会への支

援 
地域保健課  

● ● ● ● ● ● ● 

活動への交付金の支払、講師派

遣、活動情報の提供などを行って

います。 

7 校区にて食育に関する健康教室を実施。 

また各イベントへの出展の際、健康づくりの

視点より食に関するチラシの配布やパネル掲

示を行いました。 

また、健康教室なとも地域で開催。 

地域への啓発にあたって有効

であり、また今後の健康づく

りの観点から食育の啓発を実

施していけるよう支援しま

す。 

○ 

５ 子育てサークルの育成 保育幼稚園室   

● 
     

「ほっぺクラブ」は地域の人材を

活用し子育てボランティアの育

成・支援を行い、その力を地域に

広げています。 

オリーブの会  12 回 

えくぼの会   12 回 

活動が定着しているので、多

くの方が参加しています。 ○ 

６ 
子育ち・子育てネットワーク

づくり 
保育幼稚園室   

● 
     

地域子育て支援センター、地域支

援保育士が中心になってコミュ

ニティーソーシャルワーカーと

ともに各小学校区の地域活動を

支援するために、関係機関や団体

との連携を図りネットワークづ

くりを進めています。 

全校区開催しました。 

ネットワーク作りの会議が積

み重なっているので、子ども

支援の課題が各連携機関の中

で意識確認でき、支援強化に

なっています。 

○ 

７ 
公民館登録グループ活動支

援 

中央公民館、 

蛍池公民館、 

庄内公民館、 

千里公民館 

   

● ● ● ● ● 

①料理グループなどに活動場所

の確保を行っています。 

②グループ活動成果の社会還元

として、グループ体験講習会への

支援および公民館講座への講師

登用を行っています。 

料理活動に取り組む登録グループが行う実践

活動に対する支援を行いました。 

市民が食育と関わる場を提供

することで、地域の食育に関

する生涯学習を推進すること

ができました。 

○ 
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８ 技能員研究会 保育幼稚園室   

● 

     

保育所・あゆみ学園・しいの実学園の技

能職員と担当保育所長及び保育幼稚園室

栄養士が、給食作りを中心に食育と給食

の衛生を考えます。保育における子ども

の安全と環境整備を考え、環境保全・食

育に関わる研究の推進をはかっていま

す。 

「食育」「環境整備」「地域支援」

をテーマとし、3 つのグループに分

かれる。保育所ごとに年間計画をた

て実施後、現状の把握、反省、新た

な課題を 4 期に分けて活動し、その

都度集約して記録しています。 

それぞれの保育所・施設では保

育のなかに食育・環境整備・地

域支援をどのように関わって

いるか情報共有することがで

きました。 

◎ 

９ 職員への教育 
豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     

職員が終礼時に、給食献立に関連する栄

養・文化・歴史等について調べ発表して

います。 

資料の更新など。 継続実施 ○ 

10

 

男女共同参画推進活動への

支援 
人権政策室   

● 

 

● ● ● ● 

（指定管理者（一財）とよなか男女共同

参画推進財団による運営・管理） 

グループ・団体活動の情報収集・提供、

自主グループ活動育成・支援、グループ

活動活性化のための講座の開催、すてっ

ぷ登録団体助成金交付、グループ活動リ

ーダー養成、ワークスペース・機器等の

提供、交流ネットワークの機会提供、ネ

ットワーク協議会の組織化などを行って

います。 

協賛事業としてすてっぷ登録団体

「放射能から豊中の市民・子どもを

守る会」主催で「とよなか子育て応

援カフェ」を実施。子どもの成長に

欠かせない安全な食べ物について親

同士で話しあうことをとおしてママ

友、パパ友をつくりました。 

・事業回数：２回   

・参加人数：71 人   

「子どもに安全な食べ物を」と

いうテーマを引き続き設定し

て活動する市民団体を支援し

ます。 

○ 

11

 

豊中市学校歯科医会  

研修会 
豊中市学校歯科医会   

● ● 

    
幼・少年期のさらなる健康増進に寄与す

るため、学校歯科医師が学校保健活動で

より良い指導・助言を行うのに必要な研

修を行っている。 

小学校歯科校医を講師として招き、              

研修会を開催。 

校医以外に教育委員会職員に

も受講頂き、熱心な質疑応答が

行われた。今後も引き続き実施

していきたい。 

○ 
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１ お菓子づくり教室 

人権政策室 

豊中人権まちづくり

センター 

   

● 
    

食育に関し季節にあった食材を使いなが

らお菓子をつくり、調理の楽しみを体験

しています。また、グループの参加者が

お互いに協力しあって作業をすることで

つながりづくりのきっかけとしていま

す。 

からだによいもの、季節のものを意

識して、材料を用意し、お菓子を作

りました。また、講師には、素材に

ついて解説してもらい、栄養につい

ても知る機会になりました。 

・実施回数 ９回 

・参加者数 152 人 

からだによいお菓子を意識し。

素材の栄養や旬のものなどを

大切にしてすすめました。 
○ 

２ ささえあい参加型食事会 

人権政策室 

豊中人権まちづくり

センター 

      

● ● 

食事環境等に課題のあると思われる高齢

者を対象に、毎月第二・第四金曜日に定

期的な「会食会」として行っています。

センター内にある調理室で作った昼食を

食べながら話をすることで、高齢者の健

康管理や悩み相談にもつなげています。 

実施回数  21 回 

参加者数 859 人 

食事の提供だけではなく、外出

して同年代の人々と会食する

ため、とじこもり防止や安否確

認にもつながり、また、生活相

談事業にもつなげています。 

○ 

３ 小学生料理教室 

人権政策室 

蛍池人権まちづくり

センター 

   

● 
    

自らの体を作る食事に興味や関心を持

ち、自ら関わりを持てるよう、自分で行

える調理の楽しみを体験しています。異

年齢で協力して行うことで交流を深めて

います。 

実施回数： １０回 

参加者数：３４４人 

経験を重ねる中で次に作りた

い物を自分たちで考えたり、異

年齢の中で教えたり教わった

りする姿も増えています。 

○ 

４ 
男女共同参画推進、女性の自

立支援 
人権政策室 ＊ 

   

● ● 

  

（指定管理者（一財）とよなか男女共同

参画推進財団による運営・管理） 

生きづらさ、働きづらさを感じている人

を対象に、料理をつくる共同作業をおし

て達成感と自信を養い、交流を図ります。 

生きづらさ、働きづらさを感じてい

る若年女性を対象に講座「人見知り

女子集合！簡単おしゃべりクッキン

グ」を実施。自分の料理を自分でつ

くることで達成感と自信を養い、料

理という共同作業をとおして、交流

を図りました。 

・事業回数：１回   

・参加人数：12 人 

料理をつくる共同作業をとお

して交流を図る講座を、継続し

て検討します。 
○ 

５ 
保育、教育の中で交流体験機

会の提供 

各保育所・園、幼稚

園、保育幼稚園室、

小学校 

  

● ● 

    

①野菜や稲の栽培、収穫物による調理な

どさまざまな体験を積み重ね、食を営む

基礎を育てています。 

②もちつき等の季節行事を催していま

す。 

③保護者に、実施状況を報告したり、参

加・協力の場を設けることで、家庭への

情報発信及び食文化の伝達や交流を行っ

ています。 

随時実施 

 

食に関わる様々な体験を共有

することで子どもと子ども、子

どもと大人、大人と大人など人

と人がつながっていける子ど

もの姿から親子の会話も食に

関する話題が多くなり家庭に

おいても「食」への理解が深ま

りました。 

○ 

６ 世代間交流 
豊中市社会福祉協議

会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（市補助事業） 

世代をつなぐ学習や交流を促進する場。

いも掘り、もちつき、料理教室等を通し

て食文化の伝達と交流を行うプログラム

を実施しています。 

150 回／35,413 人 継続実施 ○ 
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７ 
ひとり暮らし高齢者の会食

会 

豊中市社会福祉協議

会 

       

● 

（団体自主事業） 

みんなで会食をすることで、孤立感を防

ぎ、仲間作りを行っています。 

38 校区 

337 回 10,102 人 
継続実施 ○ 

８ ミニデイサービス 
豊中市社会福祉協議

会 

       

● 

（市補助事業） 

虚弱高齢者を対象に手作りミニデイサー

ビスを実施しています。食育に関する相

談も行っています。 

5 校区 86 回 1,864 人 継続実施 ○ 

９ 小学校との交流 老人クラブ連合会    

● 

   

● 

（団体自主事業） 

蛍池小学校花壇に野菜や花を植えて学習

の教材として提供しています。じゃがい

も、さつまいも堀りを児童の皆様にして

いただいています。毎年 8 月には「終戦

記念日」前後に当時をしのんで「すいと

ん」を作り、500 人分を用意します。中

身のなす、じゅうはちささげ、ねぎ等は

学校花壇の畑で出来た野菜を使用しま

す。 

本年度は実施しませんでした。  ○ 

ｂ

 

楽
し
い
食
事
の
促
進 

１ 
地域教育協議会 

（すこやかネット） 

各中学校区地域教育

協議会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（市補助事業） 

中学校区を単位として、様々な世代が関

わりながら、料理講座や食育をテーマに

した講演会等を開催し、世代をつなぐ事

業を展開しています。 

中学校区を単位とし、各校区で実施

した講演会やフェスタを通じて、食

につながる取組を行いました。 

食育講演会では、校区の子育て

中の保護者が子どもにとって

の安全な食事、食生活の大切さ

について知る機会となりまし

た。各校区のフェスタでは模擬

店の調理などを通じて、子ども

たちが地域の大人とともに食

について学びました。 

○ 

２ 地域子ども教室 地域教育振興室    

● 
 

● ● ● 
各小学校区地域子ども教室へ委託。小学

校区を単位として、子どもが地域の大人

から料理やマナーなど、様々なことを交

流しながら学んでいます。 

小学校区を単位として、子どもたち

が地域の大人から、料理や食文化な

ど、様々なことを学びました。 

料理教室やお菓子作りを日常

の教室の活動として行うほか、

餅つき大会や流しそうめんな

ど季節にあわせた行事も行い、

食に関する多様な技術・文化を

地域の大人と交流しつつ学び

ました。 

○ 
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楽
し
い
食
事
の
促
進 

３ 青少年野外活動事業 青少年育成課    

● ● 
   

共同で野外活動をする中で食事を通した

交流を行っています。NPO 法人豊中市青

少年野外活動協会に委託しています。 

(キャンプ名：対象学年) 

①ジュニアサマーキャンプ（小学 5、6

年）  

②サイエンスキャンプ（小学 3、4、５年）  

③キャンピングスクール（小学 3、4 年） 

④ユースチャレンジキャンプ（１５歳以

上の青少年） 

共同で野外活動をする中で食事を通

した交流を行いました。 

（キャンプ名：参加人数） 

①ジュニアサマーキャンプ（22） 

②サイエンスキャンプ（58）  

③キャンピングスクール（39） 

④ユースチャレンジキャンプ（9） 

まいぎりを使った火おこしか

ら、かまどでの煮炊きなど、家

庭とは違う調理体験をしまし

た。 

食事の前の歌や、準備から片づ

けまでを共同で行うことで、交

流を深めています。 

○ 

４ 
青少年自然の家主催事業（宿

泊事業） 
青少年育成課   

● ● ● ● ● ● 

主に小学生や家族グループを対象とした

野外活動事業を行いました。事業の中で

薪や炭を使った野外炊事や、季節感を持

ったメニューに取り組みました。 

また、場内の畑を活用して、参加者と一

緒にサツマイモを育て、収穫する事業も

行いました。 

対象別・実施内容 

○小学生 

（わっぱるキッズ（夏 54 冬 79）、

わっぱる探検隊（クリスマス）（１

0０）） 

○家族・グループ等 

（里山フェスタ（春 182 秋 186）、

風天クラブ（101）、星空まつり

（169）、わっぱるの森をつくろう

（66）） 

夏にアイスクリームの手作り、

冬にたき火で焼いもなど、季節

感のクッキングプログラムを

実施。 

また、うどん作りやみそ作りな

ど、作る過程楽しむプログラム

を実施したほか、自分たちで切

った木をマキにして調理を行

いました。 

施設の畑では「落花生」の栽培

を行い、定期的な畑の世話をよ

びかけ初夏の苗付けから秋の

収穫までの過程で、作物を育て

る苦労の多さを知ってもらう

ことができました。 

○ 

５ 三世代交流事業 青少年育成課   

● ● ● ● ● ● 
シニア自然大学の方に教えてもらいなが

ら、料理や工作を行うことで、異世代の

交流を促進します。NPO 法人シニア自然

大学校、高齢者支援課との協働事業です。 

参加人数 

①春の野原は楽しいな（３8） 

②初夏の里山で昆虫と遊ぼう（40） 

③みんなで楽しく川遊び（38） 

④秋空のもとでみんなで遊ぼう

（19） 

野草を使った料理などを通し

て、世代間の交流がよく行われ

ており、参加者の満足度は高い

です。 

○ 
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６ 

体験型食育推進事業    

「わくわく食育プロジェク

ト」 

教育推進室   

● ● 

    

わくわく食育プロジェクト 

「幼小連携親子料理教室」 

「小学生親子料理教室」 

「中学生食育教室」の開催 

わくわく食育プロジェクト 

「幼小連携親子料理教室」２回 

「小学生親子料理教室」６回 

「中学生食育教室」２回の開催 

専門家講師等による親子料理

教室は大変好評でした。食に関

する情報を正しく理解し、親子

でおいしく楽しく調理・食事を

することで食に関する関心意

欲を高めることにつながりま

した。中学生食育教室では、栄

養バランス等について学び、自

分の食生活を振り返ることで

食育の推進を図りました。 

○ 

ｃ

食
を
通
じ
た
地
域
活
性
化
の
促
進 

１ 
「うちのお店も健康づくり

応援団の店」の普及・啓発 
保健企画課  

● ● ● ● ● ● ● 

「うちのお店も健康づくり応援団の店」

の普及・啓発を行っています。 

広報とよなかに「うちのお店も健康

づくり応援団の店」のコラムを掲載

することなどにより普及を呼びかけ

ました。 

今後も継続して市内の飲食店

に啓発を行っていきます。 ○ 
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体
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機
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の
充
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１ 施設見学 広報広聴課  

● ● ● ● ● ● ● 

市民団体等を対象に、学校給食センター

や緑と食品のリサイクルプラザなどの見

学にご案内しています。 

年間見学実施回数 10 件、参加者数

165 人 

うち食育関係施設（給食センター）

0 回 

継続して市民の参加を呼びか

けます。 ○ 

２ 収穫体験 障害福祉課     

● ● ● 

 市立障害者通所施設等の利用者が、野菜

の収穫を体験します。 

施設内の菜園等で野菜などの栽培や

収穫体験を行ってきました。 

食への関心を深める貴重な体

験になっていると思われます。 ○ 

３ 食育スタディーデー 保健予防課    

● 

 

● ● 

 

（NPO 法人とよなか市民環境会議アジ

ェンダ 21 協力） 

小学生とその保護者を対象に環境学習・

収穫体験・共食体験などを行います。 

1 回 69 人 

スタッフの配置の工夫等でよ

り効果的に事業が行えました。

参加者にも好評でした。 
○ 

４ 市民農園 地域経済課     

● ● ● ● 

①募集から斡旋、契約事務  

②苦情処理  

③栽培講習会  

④運営費助成事務等 ①～④の事業推進

による農地の活用及び都市農業・食育の

啓発をはかっています。 

１区画約１５㎡を２３か月利用      

２９農園１，１９２区画 

市街地の中での農園はいろい

ろなトラブルがあり、市が時間

を取られることが多くなって

いますが、市民が余暇を楽しむ

場として定着しています。 

○ 

５ 農業祭 地域経済課  

● ● ● ● ● ● ● 

年 1 回 11 月に、農協等と実行委員会形

式で実施しています。 市内で栽培された

野菜や観葉植物等の即売、もちつき大会

等の実施による都市農業・食育の啓発を

行っています。 

１１月２２日（土）           

豊島公園多目的広場             

来場者数 ４，０００人 

市民が豊中に農業があること

を再認識する場となっていま

す。 
○ 

６ 
給食センターの見学の受入

れ（市民向け） 
学校給食室      

● ● ● 

給食センターの様子を見学し、学校給食

への理解を深めています。 
２団体を受入れ 

給食への理解と食への関心を

深めてもらうことを目的とし

て実施しています。 
○ 

７ 
保育、教育の中で交流体験機

会の提供 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園、 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園 

  

● 
     

○農家と交流しています。 

○魚のさばき方の見学をしています。 

○年齢に合った調理体験・収穫体験を行

っています。 

○季節行事：らっきょ漬・栗拾い・干柿

づくり・収穫祭などを行っています。 

○茶道体験をしています。 

同左。 

栽培し生長の過程を知ること

ができ、興味をもつ様子が調理

体験することで、家庭でも手伝

う子どもが増えました。 

◎ 



 

 

 

 

- 6
0

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅳ

 

食
べ
る
も
の
、
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う 

ａ

 

体
験
機
会
の
充
実 

８ 自然と親しむ事業 
豊中市社会福祉協議

会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（小地域ネットワーク事業（市補助事業）

の１つとして実施） 

いも掘り等の土に親しむ事業を校区の実

情に合わせて実施しています。 

7 校区 継続実施 ○ 

9 自然と親しむ事業 
豊中市私立幼稚園連

合会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

いも掘り等の土に親しむ事業を地域の実

情に合わせて実施しています。 

今年度は中学生と交流しながら体験

できた園もあります。 

野菜の成り立ち方や採取の難

しさを体験できます。 ○ 

ｂ

 

環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
促
進 

１ 
環境交流センターにおける

情報提供等業務 
環境政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

①3Ｒ実践市民講座 

②ＥＳＤセミナー（テーマ：料理を通じ

て、人やモノには多様な見方があるとい

う気付きを促進する） 

①実施回数：2 回 参加人数：29 人 

②実施回数：2 回 参加人数：176

人 

①家庭でのごみ減量の一環と

して、若い家族世帯を主なター

ゲットとし、楽しく参加・体験

しながら、3Ｒの推進や、グリ

ーンコンシューマー、食品ロ

ス・ゼロに向けた取り組み（と

よなか食べ切り運動）を学んで

いただきました。 

②市場に出回らない野菜を選

び料理することから、食や命、

社会の矛盾、人やモノの多様性

などについて学んでいただき

ました。 

○ 

２ とよなか市民環境展 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21 

 

● ● ● ● ● ● ● 

豊中市（環境政策室）・豊中市教育委員

会・とよなか市民環境会議・公益財団法

人豊中市スポーツ振興事業団と共催。市

民、事業者、行政の環境問題解決に向け

ての取り組みの発表・交流の場。概ね、

11 月第 3 もしくは第 4 週に実施してい

ます。 

来場者数：3,107 人 

市民団体、事業者、行政等の日

頃の環境活動・事業の成果を披

露、発信することを通じて、市

民のみなさんに理解・共感して

いただいています。 

○ 

３ 環境学習の推進 環境政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

事業者と連携し、小学校へ環境学習に関

する広報活動を行いました。 

豊中市内の小学校で実施。 

（4 校 8 クラス 273 名） 

「食べ物やエネルギーを大切

にする」「水を汚さない」「ご

みを減らす」などについて考え

ながら、買い物・調理・食事・

片づけなど、食に関わる一連の

行動についてこどもたちが実

践を通して自ら体感して学ん

でもらうことができました。 

○ 

  



 

 

 

 

- 6
1

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅳ

 

食
べ
る
も
の
、
食
べ
る
こ
と
を
大
切
に
し
よ
う 

ｂ

 

環
境
教
育
・
環
境
学
習
の
促
進 

４ 

市民による環境活動への支

援（豊中アジェンダ 21 の普

及・促進） 

環境政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

「とよなか市民環境会議」の事務局とし

て、ネットワーク組織としての活動、な

らびに構成団体である市民団体・事業者

が主体的に取組む環境活動の促進を支援

します。 また、「豊中アジェンダ 21」

の推進組織である「NPO 法人とよなか市

民環境会議アジェンダ 21」が主体的に行

う普及・啓発活動や実践活動を支援して

います。 

とよなか市民環境会議総会の開催 

参加者数：129 人 

とよなかエコ市民賞表彰式の開催 

参加者数：134 人 

「とよなか市民環境会議」の事

務局として、総会の開催や環境

活動の表彰を行ってきました。

また、「豊中アジェンダ 21」

の推進組織である「NPO 法人

とよなか市民環境会議アジェ

ンダ 21」の活動の支援を行い

ました。 

○ 

５ 

国連・持続可能な開発のため

の教育（ＥＳＤ）の１０年の

取組み 

環境政策室  

● ● ● ● ● ● ● 

ＥＳＤリソースセンターＷＥＢにより、

豊中市内の、食育に寄与する店舗などを

紹介しています。 

掲載内容を随時更新。 

市民のみなさんに、食への関心

を高めていただくとともに、食

材、食事を大切にすることを学

んでいただいています。 

△ 

６ 
生ごみ・剪定枝堆肥の配布・

頒布 

公園みどり推進課、

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

 

● ● ● ● ● ● ● 

市が、学校給食センターから出る調理く

ずや給食の食べ残し等に、公園や街路樹

から出る剪定枝をチップ化したものを混

合し、堆肥化しています。できあがった

堆肥「とよっぴー」は、アジェンダ 21・

花と緑のネットワークとよなかが土壌改

良材として、学校・保育所、市内などの

農家のほか、各種イベント等で市民など

に配布・頒布しています。 

約 115 トン 

市の学校給食センターから発

生する生ごみ全量を堆肥化す

ることで、活用者に対しての安

定供給ができているほか、循環

型社会づくりのための啓発に

もつながっています。 

○ 

７ エコクッキング 減量推進課    

● ● ● ● ● 

市民の皆さんの「もったいない」の意識

を高め、食品ロス・ゼロに向けた取り組

みを推進します。具体的には、料理の際、

食材をできる限り全て利用するエコクッ

キングを開催しています。 

調理実習講座は計 4 回実施。 

「親子でわくわくエコクッキング」

2 回実施。参加者計 21 組 48 人。 

「エコクッキング講座」（豊中エコ

ショップ制度認定店による講座）参

加者 19 人 

「廃棄物減量等推進員向けエコクッ

キング」参加者 19 人 

調理実習講座を通じ、参加の市

民に「もったいない（食べ残

し・食品ロス）」について考え

ていただく機会になり、講座

後、課内の他のイベント参加に

もつながっています。親子向け

講座は毎回定員を超える申込

みがあります。 

今後も継続実施していきます。

（平成 27 年度は 4 回実施予

定） 

◎ 
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８ 
絵本「きょうのきゅうしょく

な～にかな」の活用 
減量推進課 ＊ ● ● ● 

    

職員による考案の絵本。 

小学校給食の食べ残しを減らし、食べ物

を大切にして欲しいという願いをこめて

作成しました。 

なぜ食べ物を残すとダメなのかを、身近

な野菜や子どもたちを登場させること

で、感情移入しやすく、言葉は全てひら

がなを使用しているので理解しやすい内

容になっています。" 

平成 26 年度新規作成。 

市内保育所（園）・幼稚園の年長児

全員に配布。学校給食試食会や食育

会議にて配布。 

先生、子ども、職員のつながり

を大切に市内の全こども園・幼

稚園の年長児を対象として、給

食の大切さを知ってもらうよ

う、絵本を用いて環境学習を行

っていきます。 

◎ 

９ 
とよなか食品ロス・ゼロハン

ドブックの活用 
減量推進課 ＊ ● ● ● ● ● ● ● 

市民の「もったいない」の意識を高め、

食品ロスを削減するために、食べ残しや

手つかずで捨てられる食品等の食品ロス

実態や食の大切さを情報提供するととも

に、ごみをなるべく出さない調理法や買

い物のしかた等食品ロスの削減に関する

実践事例・アイデアについて分かりやす

く解説し、実践行動に移していただくた

めに作成しました。 

市内保育所（園）・幼稚園年長児保

護者に配布。エコクッキング、ごみ

減量フォーラム参加者等へ配布。 

広く配布することにより、食品

ロスについてアピールできま

した。 

今年度は一部内容も改訂し、発

行していきます。 

◎ 

10

 

食育講座（学校給食センター

との共催事業） 
減量推進課 ＊ 

  

 

● 

   

学校給食の残渣を減らして食品ロス削減

につなげるため、学校給食センターと共

催で、学校給食の大切さ・調理の工夫な

どの意識を高めてもらう取り組みを行い

ました。 

平成 27 年 2 月 9 日 すこやかプラ

ザにて「食品ロス・ゼロに向けて」

をテーマに講座開催。 

参加者 47 人 

食品ロス削減に関する取組み

について、学校給食センター職

員の思い・工夫を認識し、こど

も園の先生・技能員・幼稚園教

諭と講座を通じて共有しまし

た。 

◎ 

11

 

保育、教育の中で食の循環に

関する取り組み 

各保育所・園、小学

校、あゆみ学園・し

いの実学園 

  

● ● 

    

保育・教育の一環として行う野菜や稲の

栽培時に、野菜くず・落ち葉を活用した

堆肥を使うことで、ごみの減量に取り組

むとともに、食の循環を体現し自然の恵

みに感謝する気持ちを育んでいます。 

季節折々の野菜や果物（いちご、さ

つまいも等）や稲の栽培を年間計画

して実施。収穫したものを給食の食

材やクッキングに使用。 

取り組みたい課題ですが具体的には

できていません。落ち葉を畑に肥料

として使用。とよっぴーを使用して、

給食食材用の野菜を育て収穫。 

堆肥作り菜園活動、収穫、クッ

キングと一連の体験をするこ

とで「食を営む力」を育むこと

に努めています。 

園の畑なので成長の過程を身

近に感じることができました。

こどもたちと落ち葉を拾うこ

とは良いと考えます。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● ● 

    

保育・教育の一環として行う野菜や稲の

栽培時に、野菜くず・落ち葉を活用した

堆肥を使うことで、ごみの減量に取り組

むとともに、食の循環を体現し自然の恵

みに感謝する気持ちを育んでいます。 

落ち葉等は堆肥コーナーに集め、野

菜等づくりの土に利用しています。 
継続実施 ○ 
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12

 

とよっぴー(生ごみ・剪定枝

堆肥）で作った市内農作物を

給食食材として使用する「食

のリサイクル」の取り組み 

保育所   

● ● 

    

とよっぴー(給食から出る生ごみ・剪定枝

堆肥）で作った市内農作物を給食で使用

しています。 

保育所では、玉ねぎを使用していま

す。 

地産地消のとりくみが大切な

ことは保育所全体に浸透でき

ています。 
○ 

学校給食室   

● ● 

    

とよっぴー(給食から出る生ごみ・剪定枝

堆肥）で作った市内農作物を給食で使用

しています。 

全小学校４１校の給食で使用 
安心・安全な食の提供と地産地

消の取り組みとして有効です。 ○ 

13

 

豊中みどりの交流会 公園みどり推進課    

● ● ● ● ● 

市民や市民団体との協働により、小学校、

保育所や授産施設等でみどりのカーテン

づくり（ゴーヤの栽培）の取組みを支援

しています。収穫したゴーヤは、小学校

などにおいて、食育として活用されてい

ます。 

小 学 校     32 校 

保育所・授産施設等 36 施設 

みどりのカーテンづくりに取

り組む小学校等の数が増加傾

向にあることから、取組みの重

要性が浸透しているものと考

えられます。 

○ 

14

 

緑と食品のリサイクルプラ

ザ見学対応 
公園みどり推進課  

● ● ● ● ● ● ● 

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施） 

見学者に対する有機性資源循環の仕組み

と食の重要性の啓発を行っています。 

26 回、678 人 

農体験を含めた施設見学は、多

方面からの安定した需要があ

る一方で、学校からの見学者は

例年、ほぼ同じ小学校の児童と

なっているため、他の小学校や

教育機関への広報が課題とな

っています。 

○ 

15

 

堆肥化講習会 公園みどり推進課    

● 

 

● ● ● 

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施） 

家庭向け堆肥づくり講習会を行うことに

より、生ごみの発生抑制、家庭菜園での

堆肥活用を推進しています。 

14 回、105 人 

定期的に開催しているため、各

回の参加者は少人数となって

いますが、個別に詳しい説明や

助言等をすることができ、好評

を得ています。 

○ 

16

 

栽培講習会 公園みどり推進課      

● ● ● 

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施） 

有機性資源を活用した上手な野菜づくり

の講習会を開催しています。 

4 回、62 人 

堆肥「とよっぴー」を活用した

減農薬・有機性資源栽培の講座

等を実施することにより、食へ

の関心を高め、自産自消を推進

することができています。 

○ 

17

 

講座型環境学習 公園みどり推進課    
● 

    

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施） 

希望する小学校等に出向いて、主に４年

生・５年生を対象に、生ごみの発生抑制

や資源循環を推進するため、米づくり・

食品ごみ・地産地消などをテーマに講座

を実施しています。 

25 回、1,777 人 

資源循環に対する関心の高ま

りに伴い、米づくりなどの学校

菜園活動に取り組む小学校が

増加しており、講座型環境学習

も継続的に実施されています。 

○ 
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18

 

農体験学習 公園みどり推進課   

● ● 

 

● ● 

 

（アジェンダ２１により指定管理者事業

として実施） 

①希望する小学校等に出向いて、主に４

年生・５年生を対象に、野菜の植え付け・

収穫、お米づくりなどの農体験学習を実

施しています。 

②親子や児童・生徒などに対し、「とよ

っぴー農園」において、野菜の植え付け・

収穫などの農体験学習を実施していま

す。 

①農体験学習（小学校等）：32 回、

2,321 人 

②農体験学習（とよっぴー農園）：

23 回、749 人 

児童を対象とした農体験学習

は安定した需要があり、親子を

対象としたシリーズ制の収穫

イベント等についても、都市部

で農業を学べるという点から

好評を得ています。 

○ 

19

 

とよっぴー祭り 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよな

か、公園みどり推進

課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

豊中産もち米を使用した餅つきや、とよ

っぴー農園でのいも掘り体験など、食と

資源循環について楽しく学べる様々なイ

ベントを実施しています。 

1,226 人 

毎年、多くの来場者があり、子

どもから大人まで楽しめる内

容となっています。資源循環に

ついて学ぶための良い契機に

なっていると考えられます。 

○ 

20

 

とよっぴー展 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよな

か、公園みどり推進

課 

 

● ● ● ● ● ● ● 

堆肥「とよっぴー」の製造に関するパネ

ル展示や、籾すり機などの農機具、給食

の食べ残し等の実物などを展示していま

す。 

555 人 

普段は目にすることのない給

食の食べ残し等の実物展示や

「とよっぴー」の試供品の配布

等を実施し、資源循環の重要性

について考えていただく工夫

をしています。市役所の市民ロ

ビーで開催することで、気軽に

立ち寄っていただくことがで

き、広く啓発活動ができていま

す。 

○ 

21

 

とよっぴー倶楽部 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

     

● ● ● 

（団体自主事業） 

市の堆肥化事業の市民応援団を組織し、

有機性資源の活用を推進しています。年

会費 1,000 円で、主に堆肥「とよっぴー」

の頒布日に受け付けています。また、年

４回のニュースレターを発行・郵送して

います。 

会員数：63 人 

市の堆肥化事業を通して、学校

給食の現状や市内の農家の地

産地消の取組みなどを知って

もらい、食への関心を高めてい

ます。 

○ 

22

 

生ごみ堆肥化容器等助成 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよな

か、公園みどり推進

課 

     
● ● ● 

家庭での生ごみの堆肥化活動を支援する

ため、堆肥化資材の提供や、容器等の購

入費の助成などをしています。 

ダンボール資材：24 件 

密閉バケツ：5 件 

コンポスト：1 件 

電動処理機：0 件 

手軽に始められるダンボール

箱での堆肥づくりを中心とし

た家庭における堆肥化の取り

組みに対して、継続的な活動支

援ができています。 

○ 
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23

 

堆肥「とよっぴー」使用野菜

等の学校等給食提供 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよな

か、公園みどり推進

課 

   

● 

    

豊中市内の農家の協力をいただき、市で

製造した堆肥「とよっぴー」を使って育

てた米・野菜を学校等の給食に提供し、

地産地消の取組みを行っています。 

62 回、9 種類 

協力農家の増加に伴う提供品

種の多様化、学校・保育所の給

食への玉ねぎの一斉提供など

により、安定した提供実績とな

っています。 

○ 

24

 

食育フォーラム 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよなか 

 

● ● ● ● ● ● ● 

農林水産省「農のある暮らしづくり交付

金事業」により実施。 
25 年度で完了  完 

ｃ

 

地
産
地
消
の
推
進 

１ 

豊中市農業経営者協議会と

の協働による都市農業の振

興 

農業委員会事務局     

● ● ● ● 

①部会ごとに事業を実施しています。 

○指導者部会－協議会の基本事項等につ

いて協議。 

○研究部会－豊中まつり、農業祭におい

て新鮮野菜を安価で販売。市民農園技術

指導、農業講座等を実施。 

○花卉部会－花卉の栽培技術の向上等の

調査、研究を実施。 

②上記事業を実施している協議会との連

携・協働による地産地消の推進、都市農

業・食育の啓発を行っています。 

豊中まつり、農業祭における豊中産

野菜の直売                   

学校給食副食用野菜の出荷        

農業先進地技術交換会の実施        

市民農園の技術指導（平成２６年度 

１４農園） 

地産地消の協力者が少しずつ

増加していますが、農業者の高

齢化に伴い、いつまで続けてい

くことができるかが課題です。 

○ 

２ 地産地消バザー 消費生活課      

● ● ● 

（とよなか消費者協会に委託） 

地産地消の推進を目的に、くらしかんの

「生活情報ひろば事業」の一環として地

産地消バザーを実施しています。 

毎月第2 水曜日くらしかん生活情報

ひろばで、とよなか消費者協会が核

になって企画、担当「地産地消イベ

ント」を開催しています。 

地産地消を啓発できまし

た。 

 

○ 

３ 
堆肥「とよっぴー」使用野菜

等の頒布 

NPO 法人とよなか

市民環境会議アジェ

ンダ 21・花と緑のネ

ットワークとよな

か、公園みどり推進

課 

     

● ● ● 

地産地消の推進を目的に、くらしかん（第

２水曜日）や、さわ病院（第４木曜日）、

環境交流センター（第３土曜日）などで

市で製造した堆肥「とよっぴー」を使っ

て育てた野菜等を頒布しています。 

41 回、1,961 人 

堆肥「とよっぴー」を使って育

てた野菜等を提供していただ

ける協力農家の増加に伴い、安

全・安心な野菜を届ける頒布会

も充実した内容となり、消費者

からは好評を得ています。各地

域に宣伝ビラを配布するなど、

さらなる定着化を図る取り組

みを進めています。 

○ 

４ 豊中産大根の試食 地域経済課  

● ● ● ● ● ● ● 

農業祭で市民 300 人に大根炊きをして

試食していただきました。 

11 月 22 日（土）豊島公園にて開催

した農業祭（来場者 4,000 人）にお

いて大根（豊中産）を炊き、市民 300

名に試食していただきました。 

地産地消を啓発できました。豊

中産農産物の啓発と美味しく

食べる喜びにつながる取り組

みと考えます。 

○ 



 

 

 

 

- 6
6

 - 

基
本
目
標 

基
本
方
針 

事業等 所管 
新
規
＊ 

妊
娠
期 

幼
年
期 

少
年
期 

青
年
期 

壮
年
期 

中
年
期 

高
年
期 

内容 26 年度実施状況 評価・考察 

今
後
の
方
向
性 

Ⅳ

 

食
べ
る
も
の
、
食
べ
る
こ
と
を
大

切
に
し
よ
う 

ｃ

 

地
産
地
消
の
推
進 

５ 桜井谷あおぞら朝市 
桜井谷あおぞら朝市

運営委員会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

（団体自主事業） 

桜井谷地域を中心にした地場野菜等を販

売する朝市を毎月第 1,3 土曜日（7 月、

8 月は毎週）午前 9 時（夏期は 8 時半）

から JA 大阪北部桜井谷支店駐車場で開

催しています。 

３１回開催 

毎月、1 日（ついたち）稲荷神社で

も実施しました。 

地産地消の推進として十分に

成果はあがっています。 ○ 

Ⅴ

 

歯
や
口
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
よ
う 

ａ

 

歯
科
疾
患
の
予
防 

１ 
①「にこりちゃん歯科健診」 

②「パパ・ママ歯科相談」 
保健予防課   

● 
 

● ● 
  

1 歳６か月児健診の結果ﾊｲﾘｽｸと判定さ

れた幼児とその保護者を対象に、個別相

談や健診を、３会場で実施しています。 

①「にこりちゃん歯科健診」24 回

702 人 

②「パパ・ママ歯科相談」24 回 217

人 

食育推進の目標に沿った指

導・助言を行っています。 ○ 

２ 歯科健診時の保健指導 保健予防課   

● 
 

● ● 
  歯科医師や歯科衛生士による相談や保健

指導を行っています。 

歯科医師や歯科衛生士による相談や

保健指導を行いました。 

食育推進の目標に沿った指

導・助言を行っています。 ○ 

３ 歯科健診の実施 

保育幼稚園室, 

教育推進室 

 

● ● ● 

    虫歯の早期発見、受診勧告を目的とした

歯科健診を実施しています。 
年１回全児実施 

虫歯予防を含め歯の健康に対

して、子ども・保護者ともに関

心が高く、子どもの齲歯は少な

くなってきています。良い食生

活は歯磨きと共に虫歯予防に

大切で今後も啓発を続けるこ

とで健康増進につなげたいと

考えます。 

○ 

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

 

● ● ● 

    虫歯の早期発見、受診勧告を目的とした

歯科健診を実施しています。 
同左。 

歯科疾患の予防につながりま

した。 ◎ 

４ 歯みがき指導 

豊中市民間保育園連

合会加盟保育園、市

立幼稚園・各保育所、

豊中市私立幼稚園連

合会加盟幼稚園 

  

● 

     昼食やおやつの後に行う年齢に応じた歯

みがき指導を行っています。 
同左。 

家庭でも歯みがきが習慣づく

ようです。 ◎ 

５ 
お口の健康づくり講習会の

普及 
老人クラブ連合会        

● 

（団体自主事業） 

お口の健康づくり「ごっくん・にっこり

体操」の普及のため DVD の配布 

市内各単位クラブで講習会の実施と

各所に配備したDVDで講習を実施。 

更にキメ細やかく市内各地で

開催したいと考えます。 ○ 
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歯
や
口
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
よ
う 

ａ

 

歯
科
疾
患
の
予
防 

６ 歯の保健巡回指導 

(一社)豊中市歯科医

師会、 

豊中市学校歯科医会 

   

● 
    

児童が歯の健康に関する知識と関心をも

ち、歯の健康の維持と病気の予防を実践

できる能力を身につけることを目的と

し、歯科衛生士専門学校の協力のもと、

2 年サイクルで市立全小学校に保健巡回

指導を実施しています。 

歯科衛生士専門学校 5 校により、22

校にて実施。 

今後も引き続き実施していき

たいと考えます。 ○ 

７ 幼稚園・保育所歯磨指導 
(一社)豊中市歯科医

師会 

  

● 
     

ライオン歯科衛生研究所のご協力のも

と、豊中市内の幼稚園、保育所で歯磨指

導を実施しています。 

3 園所にて、228 人に実施。 

毎年多数の応募を頂き、なかな

かご希望に沿えない状況が続

いていましたが、ご協力頂いて

いたライオン歯科衛生研究所

の活動見直しにより、この事業

は 26 年度で廃止となりまし

た。 

－ 

ｂ

 

歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
と
普
及
啓
発 

１ 
マタニティーママのデンタ

ル教室 
保健予防課  

● 

      

妊婦を対象に、歯科衛生士による妊娠期

からのお口の健康づくりの話や、歯みが

きとデンタルフロスの実習を行っていま

す。 

年 11 回 119 人 

25 年度からカンガルー教室

（妊娠期の栄養・食生活）と同

日開催にしたことで受講の利

便性が高まり、受講者数が徐々

に伸びています。 

○ 

２ すくすくよい歯の教室 保健予防課   

● 
     

乳幼児期の歯科保健に関する知識の普

及、啓発(講話・健診）。 3 会場で実施

しています 予約制。13 年度より内容を

見直し、1 回 2 日制に変更しましたが。

15 年度より、内容を維持しつつ、受講者

の利便性を考え、1 回 1 日制に変更しま

した。 

年２8 回 633 人 
対象や内容を見直しながら、継

続していきます。 ○ 

３ 

保育施設との協働企画幼児

の食育を支える歯や口の健

康づくりの取り組み 

保健予防課   

● 

     

保育園（所）・幼稚園と協働し、職員へ

の情報提供（研修会の開催、指導用資料

等の配布）を実施。（食育推進協議会協

力） 

職員向け研修会 受講者 ４３名 

研修以外の情報提供方法も検

討しながら取り組みを進めて

いきます。 
△ 

４ 

いきいきシニアのためのお

口の健康づくりハンドブッ

ク 

地域保健課        

● 

「食」を支えるお口の健康づくりに役立

つ情報を提供しています。 

"高年期などの地域教育活動で活用。

また、介護予防事業である『健康カ

レッジ』で受講者に配布。 

" 

ハンドブックやDVDの提供希

望も多数あり。高齢者をはじめ

とした効果的な啓発となって

います。 

◎ 
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歯
や
口
の
健
康
を
維
持
・
増
進
し
よ
う 

ｂ

 

歯
や
口
の
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
情
報
提
供
と
普
及
啓
発 

5 親子でかむかむクッキング 保健予防課 ＊ 

 

● 

 

● ● 

  よく噛んで食べるための話と親子での調

理実習 
1 回 32 人 

幼年期のこども及び保護者に

噛むことの重要性を伝え、親子

で調理する機会を提供できま

した。 

○ 

6 よい歯の集い 

(一社)豊中市歯科医

師会、 

豊中市学校歯科医会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

口腔衛生の啓発を目的に、歯と口の健康

週間（6 月 4 日～10 日）にちなんで、小

学校を会場に、啓発イベント、学校歯科

医による講演、歯科医を講師とする特別

授業参観等を実施。 

泉丘小学校で開催。 

総来場者数 2,002 人。 

さらなる口腔保健衛生啓発に

努力していきたいと考えます。 ○ 

7 よい歯の高齢者 8020 表彰 
(一社)豊中市歯科医

師会 

       

● 

80 才以上で20 本以上歯のある市民を対

象に公募。アクア文化ホールにて受賞者

を一同に会し表彰式を開催しています。 

受賞者 165 名                         

今年度も多数のご応募を頂き、

8020 運動がひろく市民にひ

ろまっていることを実感でき

ました。 

○ 

8 よい歯のコンクール 
(一社)豊中市歯科医

師会 

  

● 

     

大阪府主催の「全大阪よい歯のコンクー

ル」の地区審査会を保健予防課と協力し、

3 歳半健診を受診した幼児と保護者を対

象にコンクールを実施しています。 

豊中市医療保健センターにて豊中市

地区 2 次審査を行いました。 

3 組が全大阪大会に出場され

ました。 ○ 

9 豊中市民健康展 
(一社)豊中市歯科医

師会 

 

● ● ● ● ● ● ● 

豊中市医師会・薬剤師会とともに主催。

歯科ブースでは歯科健診、歯磨指導、フ

ッ素塗布などを実施しています。 

歯科ブースでの総のべ来場者数は

1,650 名。 

さらなる口腔保健衛生啓発に

努力していきたいと考えます。 ○ 

 

 

■ 所管部局・関連団体名の記載について ■ 

「所管部局・関連団体」欄は、事業の実施主体を基準として記載しています。 

委託事業・指定管理者事業の場合、事業主体はあくまで自治体であることから記載は委託元・指定元である豊中市の組織名称とし、 

団体自主事業・補助事業は事業主体である関連団体の名称としています。 
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Ⅲ．その他（食育関連の情報提供等） 
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食育推進貸出グッズ一覧 

貸し出しを希望される方は、保健医療課 栄養士（6152-7309）へお問い合わせください。 

使用目的によっては、貸し出しをお断りする場合もあります。ご了承ください。 

 

グッズ名、（所管） 概要 

食育のぼり・旗 

（保健医療課） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズの 

入ったのぼりと旗。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食育ジャンパー 

（保健医療課） 

食育シンボルマーク・キャッチフレーズの入ったジャンパー 

（５０枚）（色：ピンク、素材：ナイロン） 

イベント等で、スタッフジャンパーとしてお使いください。 

 

豊中市食育推進計画 

パネル 

（保健医療課） 

 

 

 

食育推進計画概要版（B3,カラー）1２枚 1 組 

 

＊第 2 期豊中市食育推進計画の概要がわかるパネルです。イベントや

講座のときの展示用です。 

  

のぼり 

：50 本 ポールつき 

（縦約 150cm 

×横約 45cm） 

旗：５枚、ひもつき 

（縦約 90cm×横約 160cm） 

脊面 前面 
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グッズ名、（所管） 概要 

お口の健康づくりパネルシア

ター 

（健康増進課） 

『にこりちゃんとぴかりくんの大冒険』 

＊「カムカムの街」や「おやつの街」などいろいろな街を通りにこり

ちゃんとぴかりくんが探検をして学びながら、丈夫な歯を持つ元気

な子どもの国に向かって進んでいくストーリーです。 

 

・パネルシアター絵人形 

・パネルシアターステージ 

・台本 

・演じ方ＤＶＤ 

※「にこりちゃん・ぴかりくんの大冒険」作成希望の方も 

 ご連絡ください。 

そのまんま料理カード 

（健康増進課） 

・ちょっぴりごちそう編 

・食事バランスガイド編 

・3 皿でバイキング編 

・菓子飲み物カード 

（群羊社） 

＊実物大の料理カードです。重たくないので、持ち運びしやすいです。

料理を例示しながらお話しするときに使っています。 

食事バランスガイド掛け図 

（健康増進課） 

縦約１００cm 

×横約１２０ｃｍ 

布タイプ 

 

 

 

＊バランスガイドについて説明するときに使います。大きいサイズな

ので、講義のときなどに使うことができます。巻いて持ち運びする

ことができます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

食育エプロン 

（健康増進課） 

 

エプロンシアター 

「早ね早おき朝ごはん」 

～生活習慣からはじめる食育～ 

演じ方 DVD 付 （メイト） 

 

 

 

「味覚を育てる食育エプロン」 

～味覚・歯と口の衛生～ 

（メイト） 

 

  

 

 

＊エプロンのポケットから色々なものを取り出して、エプロンにはり

つけたりしながら話します。一人で劇のように演じることができま

す。幼児向けのお話に向いています。 

まめつまみセット 

（健康増進課） 

セットの内容（6 セット） 

・塗箸 1 

・割り箸 1 

・器 4 

・小豆 30g 

・大豆 30g 

・スーパーボール 25 個 

セットの他に、・キッチンタイマー 2 個  

＊まめつまみゲームができます。豆などを箸で器から器にうつし、制

限時間内に何個うつすことができたかをみるゲームです。盛り上が

ること間違いなし！ 

私たちのからだをつくる食べ

もののはなし 

（健康増進課） 

パワーポイント資料 

＊３色栄養などについて学ぶことが 

できます。小学校高学年向け、４５分 

くらいの講座に使えるシナリオつき。 

アニメーションを多用しているので、 

楽しく講座ができます。ＣＤ-ROM でお貸ししますので、全部または

一部コピーして使ってください。 

おいしく楽しく食べる

ためのお口の健康づく

りについてのお話です 
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グッズ名、（所管） 概要 

お口の体操人形けいすけ君 

（健康増進課） 

・取り外せる歯や動く舌が 

ついている人形です。 

 

 

 

 

＊舌や口唇の体操などを指導する際に使います。 

顎模型と歯ブラシ模型 

（健康増進課） 

・ ２０×１５×１５cm プラスチックの顎模型 

・ ２３ｃｍプラスチックの歯ブラシ模型 

 

 

 

 

 

＊歯磨き指導の時に使います。 

口腔内カメラ 

（健康増進課） 

小さなカメラをお口の中 

に入れ、９インチ程度の 

モニターでお口の中の状 

態を見ることができます。 

（３台） 

 

 

よい歯のつどいカルタ 

（健康増進課） 

Ｂ４サイズラミネート  

読み札 ５０枚、取り札 ５０枚 

 

＊平成２１年度に庄内西小学校で 

 行われた「よい歯のつどい」に展示 

 された庄内西小学生作のカルタです。 

ひらがなの読めない子どもでも取れるように、読み札の裏側に取り

札と同じ絵を印刷しています。 

はてなボックス 

（学校給食課） 

 

 

 

＊クイズをしながら食育 

 カードを入れると？ボックスの中で 

くるりとひっくり返り、答えが出て 

きます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

紙芝居 

（学校給食課） 

 

＊紙芝居 A２サイズの手づくり紙芝居１５種類あります。 

 

       

とよっぴー（豊肥） 

（公園みどり推進課） 

2.5kg・３kg（イラスト入り袋） 

10kg（透明袋） 

 

＊「食の循環」に関する環境教育 

（食育）授業などに使うことができ 

ます。袋詰めしたものをお渡ししま 

す。 

 

緑化用バーク 

（公園みどり推進課） 

「剪定枝チップ」に少量の「とよっぴー」を混合してたい肥にしたも

ので、菜園・花壇等の土壌改良材として使用できます。 

 

公益活動を目的とする団体が所有・

管理する施設や、公共団体が設置・

管理する施設等に年間計画に基づき

配付します。 

 

・太郎君のむし歯 

・牛乳のおはなし 

・食べもの大行進 

・はな子さんの運動会 

・ケンちゃんのぼうけん 

・ステップ ララちゃん 

・牛乳をのもう 

・なんでも博士のロボット 

・行こう！栄養の国へ 

・楽しい給食 

・まほうのサラスケ君 

・みんな なかよし 

・王子様の旅 

・栄養ってなあに？ 

・あさごはんを食べよう 

けんいち君とまさお君
のふたごの兄弟が、お皿に
のって野菜の国へ行きま
した。 
 そこで人参君や玉ねぎ
君の話を聞き、今まで野菜
が嫌いでよくカゼをひい
ていたまさお君も、がんば
ってたべるようになり元
気になりました。 



 

- 75 - 

 

 

グッズ名、（所管） 概要 

食育推進のための安全安心ハ

ンドブックⅡ(冊子，パネル) 

（保健医療課） 

食中毒を予防して安全で安心な 

食育活動を継続的に行っていただくため

に作成しました。 

地域のお祭りや、イベントなどで模擬店を

したり、調理実習をするときなどに活用し

ていただくため配布します。 

（配布数は応相談） 

 

消費者協会食育パネル 

（とよなか消費者協会） 

・なにわの伝統野菜って？（B１サイズパネル ２枚） 

・大阪特産物カード（Ａ３サイズ ２２枚） 

・地産地消の推進（Ａ１サイズパネル 1 枚） 

・大阪エコ農産物とは（A2 サイズパネル １枚） 

・なにわの伝統野菜について（A2 サイズパネル １枚） 

・日本各地の郷土料理（Ａ３サイズ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊イベント等で展示することができます。 

なにわの伝統野菜って？ → 

地産地消 

の推進→ 

大阪特産物カード ↑ 
日本各地の郷土料理 ↑ 

↑ ハンドブックパネル（B3,カラー）２0 枚 1 組 

手洗いの方法、調理器具の洗い方など、必要な部分だけ掲示 

することも可能です。 
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グッズ名、（所管） 概要 

我が家の料理レシピパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ５３枚 

 

＊とよなか消費者協会会員が我が家の 

自慢の料理を持ちよって試食し、写 

真とレシピをパネルにしました。 

イベント等で展示することができます。 

お口の健康づくりハンドブッ

クパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ２４枚 

 

＊お口の健康づくりハンドブックを 

パネルにしました。イベント等で 

掲示することができます。 

お口の健康体操や、よく噛んで食べるメニューなどが載っています。 

まるごとおいしい食育推進ハ

ンドブックパネル 

（とよなか消費者協会） 

Ａ３サイズラミネート ２４枚 

 

＊まるごとおいしい食育推進ハンドブック 

をパネルにしました。イベント等で掲示 

することができます。季節ごとのメニュー、 

お手軽料理、豊中市内の食育実践のヒントなどが載っています。 

手洗いチェッカー 

（衛生管理課） 

専用のローションを手に刷り込み、 

通常の手洗いを行います。 

洗った手をブラックライトにかざすと、 

洗い残した部分が白く浮かび上がります。 

 

 

汚れの残りやすい箇所を目で見て知ることで、 

楽しみながら正しい手洗いの方法が学べます。 
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グッズ名、（所管） 概要 

フードモデル（保健医療課） 実物大の食玩。食品の中に含まれる砂糖・油・塩の量が目で見て分か

ります。とても軽いので、持ち運びも容易です。 

 

①砂糖に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･缶コーラ、缶コーヒー(加糖)、オレンジジュース 

 

 

 

 

 

 

 

②油に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･ポテトチップス、チョコレート、クロワッサン 

 

 

③塩に気を付けようシリーズ（3 種類） 

･･･インスタントヌードル、フライドポテト、ハンバーガー 

 

 

 

 

砂糖の量が 

一目瞭然 

表示カードはこども向けと大人向けがあり、 
裏返せば対象年齢に合わせた内容になります。 

砂糖や油の量

が一目瞭然！ 
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グッズ名、（所管） 概要 

パソコン・プロジェクターほ

か 

（保健医療課） 

・ノートパソコン(東芝 dynabook)  

・OS：Windows8.1  ※タッチパネル非対応 

・Microsoft Office Home and Business 2013 搭載 

(Word / Excel / Powerpoint / OneNote 使用可) 

・光学ドライブ内臓 

・小型プロジェクター(エプソン)  ※スピーカー機能付き 

・80 型スクリーン(持ち運び可能) 

・各種ケーブル(HDMI ケーブル、オーディオケーブル) 

・レーザーポインタ 

5 点 1 セットで、キャリーケースに入れて貸し出します。 

 

＊食育関係であれば広く貸し出しが可能ですので、研修会等の開催時

にご活用ください。 

＊これらの物品は、大阪ガスグループ “小さな灯” 運動北東部支部様

よりご寄付いただきました。 
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とよなか食育プラスワンシート 

これまでに作成したプラスワンシートを掲載しています。コピー等ご自由にご利用ください。 

 

◩ 平成 26 年度に作成したプラスワンシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上記プラスワンシート以外にも、世代別、分野別など様々なプラスワンシートをご用意しています。 

 ぜひご覧ください！ 

市ホームページ（トップページ） 

▸ 健康・福祉・医療 ▸ 健康・保健衛生（保健所） 

▸ 食生活・栄養 ▸ 食育 ▸ とよなか食育プラスワン 

 

 

 

 

 

 

働き盛りの男性のためのプラスワン 

｢健康×ごみ減量｣のためのプラスワン 

血糖値が気になる人のためのプラスワン 

血圧が気になる人のためのプラスワン 

コレステロールが気になる人のためのプラスワン 

プラスワンシートのタイトルは、

左上に記載されています。 

とよなか食育プラスワン 検 索 

豊中市ホームページ 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/ke

nko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu

_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html プラスワンシートはこちらから 

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.files/26hatarakizakaridannsei.pdf
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.files/h26syokuhinnrosu.pdf
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.html
http://www.city.toyonaka.osaka.jp/


 

 

 

 

 

  

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.files/26hatarakizakaridannsei.pdf


 

 

 

 

  

http://www.city.toyonaka.osaka.jp/kenko/kenko_hokeneisei/shokuseikatsu_eiyo/shokuiku/purasuwannsito.files/h26syokuhinnrosu.pdf
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